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謹んで新年のご祝詞を申し上げます
　新生活推進運動の推進指導団体として、役職員による年賀状は、紙上あいさつに代えさせていただきます



（2）令和６年１月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

前田　竹
たけぞえ

添　英
え い こ

子さん
昭和15年生まれ　84歳

上大河平　溝
みぞぐち

口　悦
え つ こ

子さん昭和27年生まれ　72歳

飯野・麓　中
なかむら

村　耀
あかり

さん
平成24年生まれ　12歳

JA畜産課　大
お お く ぼ

久保　慶
けい

さん
平成12年生まれ　24歳

上大河平　辻
つじ

　ハツミさん

昭和３年生まれ　96歳

南岡松　仮
か り や

屋　征
まさゆき

記さん

昭和15年生まれ　84歳

　身体に気をつけて、
花や野菜づくりを頑
張ります。

　古稀になって始めた
女性部の習字教室を楽
しみにしながら仕事に
励みたいと思います。

　今年は中学生にな
るので勉強とスポー
ツを両立できるよう
に頑張ります。

　ＪＡえびの市に入組し
今年で6年目になります。
和牛担当として今後も地
域貢献のため精進してい
きます。

　体に気を付けて、
皆に心配かけないよ
うに頑張ります。

　健康に気を付けな
がら牛養いします。

田代　黒
く ろ え

江　弘
ひ ろ こ

子さん

昭和39年生まれ　60歳

牧の原 柳
やなぎた

田  公
ひろゆき

幸さん
昭和51年生まれ　48歳

牧の原 柳
やなぎた

田  宗
しゅうや

哉さん
平成24年生まれ　12歳

　息子家族と同居し
てい

るので、家族の為に
毎日

おいしいご飯を作って
…

　仕事もサポートし
てい

きたい！

　野球を頑張ります。

　仕事やプライベートを
全力でがんばります。
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2024

辰年生まれ
わたしたち

　明けましておめでとうございます。１２歳から
９６歳までの年男・年女の皆さんに、今年の抱負を
伺いました。
　　辰年生まれの素敵な１４人をご紹介します。
　　　　　※住所・氏名・生まれ年と今年の
　　　　　　抱負を掲載しています。

向江　大
だいもん

門　健
け ん じ

二さん
昭和27年生まれ　72歳

東川北　隈
くまもと

元　恵
え り か

里香さん
昭和63年生まれ　36歳

大溝原　西
に し だ

田　美
み ほ

穂さん
昭和51年生まれ　48歳

大溝原　西
に し だ

田　節
せ つ こ

子さん
昭和３年生まれ　96歳

大溝原　西
に し だ

田　弘
ひ ろ こ

子さん
昭和27年生まれ　72歳

　健康で足腰を鍛え
たいです！

　こんな時代だからこそ、
明るく元気に！！
　楽しみを見つけ育児・仕
事を頑張っていこうと思い
ます。明るい未来を想像し
て今年も楽しみます。

　今年は長男の就職が決まって一安心
です。家族全員、元気で過ごせたらい
いなと思います。

今年で96歳になります！
毎日元気に過ごしています。
今年も笑顔で過ごせたら幸せです。

　農業とホームヘルパーの仕事を頑張ってい
ます。我が家は3世帯97歳～20歳まで9人家族
です。お陰様で皆元気に過ごしています。こ
れからも健康に過ごせたらいいです。

辰年生まれ

1928年生(昭和 3年) 96歳
1940年生(昭和15年) 84歳
1952年生(昭和27年) 72歳
1964年生(昭和39年) 60歳
1976年生(昭和51年) 48歳
1988年生(昭和63年) 36歳
2000年生(平成12年) 24歳
2012年生(平成24年) 12歳

　

辰
年
は
、
陽
の
気
が
動
い
て
万
物
が
振
動
す
る

の
で
、
活
力
旺
盛
に
な
っ
て
大
き
く
成
長
し
、
形

が
と
と
の
う
年
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

た
つ（
竜
、
龍
）は
十
二
支
の
中
で
唯
一
空
想
上
の

生
き
物
で
、
権
力
や
隆
盛
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
出
世
や
権
力
に
大
き
く
関
わ
る
年
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

満年齢ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
・
・
・
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
多
大
な
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

を
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
地
震
や
大
雨
、
台
風
な
ど
の

自
然
災
害
や
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
重
要
家
畜
疾
病
に
全
国
各
地
で
見

舞
わ
れ
、
多
大
な
被
害
が
発
生
い
た
し

ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と

も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て
は
、
社
会
や
経
済
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
き
ま
し
た
が
、
感
染
対
策
や

ワ
ク
チ
ン
な
ど
一
定
の
対
応
が
進
ん
だ

こ
と
か
ら
、
昨
年
５
月
に
５
類
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
え
び

の
市
が
誕
生
し
て
45
年
目
の
節
目
の
年
。

産
業
文
化
祭
も
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で

き
、
４
年
ぶ
り
の
総
合
座
談
会
で
の
開

催
で
組
合
員
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
質

問
を
直
接
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
感
染

防
止
に
努
め
な
が
ら
事
業
継
続
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
長
期
化

す
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
世

界
規
模
で
の
気
候
変
動
や
人
口
増
加
な

ど
に
よ
る
生
産
資
材
の
高
騰
、
国
内
に

お
い
て
は
、
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高

齢
化
、
耕
地
面
積
の
減
少
に
よ
る
生
産

基
盤
の
縮
小
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、「
持
続

可
能
な
農
業
と
地
域
の
活
性
化
」
を
図

る
た
め
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
宮
崎
で
は
県

域
Ｊ
Ａ
構
想
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
昨
年
10
月
２
日
に
臨
時
総
代
会

を
開
催
し
、
県
内
組
合
員
の
皆
様
に
合

併
に
つ
い
て
の
判
断
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
、

約
96
％
の
賛
成
と
い
う
高
い
ご
支
持
を

い
た
だ
き
、
本
年
４
月
に
県
域
Ｊ
Ａ
が

設
立
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し

た
。
設
立
後
１
年
以
内
に
３
連
合
会（
中

央
会
、
信
連
、
経
済
連
）
を
包
括
承
継

し
ま
す
が
、
３
連
合
会
を
統
合
し
た
県

域
Ｊ
Ａ
は
全
国
で
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
の
高
い
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
県
域
Ｊ
Ａ
移
行
後
も
私
た

ち
は
引
き
続
き
、
組
合
員
の
皆
様
の
支

え
と
な
り
、
農
業
の
振
興
と
発
展
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
は
地
域
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地

産
地
消
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域

の
観
光
や
農
産
加
工
業
と
の
連
携
を
深

め
、
農
畜
産
物
の
付
加
価
値
の
向
上
を

図
る
こ
と
で
、
農
業
の
振
興
と
地
域
経

済
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
「
辰
」
で
す
。

辰（
た
つ
）は
想
像
上
の
生
き
物
“
龍
”

の
こ
と
を
指
し
て
い
て
、「
力
強
さ
」
や

「
成
功
」
を
象
徴
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
始
ま
り
や
チ
ャ
ン
ス
の
兆
し
と

考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
新
た
な
始
ま
り
と
し
て
県
域

Ｊ
Ａ
が
設
立
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
、

Ｊ
Ａ
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆

様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
は
、
平

素
よ
り
青
年
部
活
動
に
対
し
、
多
大
な
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
年
間
を
通
し
て
の
食
育

活
動
な
ど
に
加
え
、
久
し
ぶ
り
の
京
町
二

日
市
へ
の
参
加
、
市
内
青
年
団
と
協
力
し

た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
立
ち
上
げ
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
活
動
に
取
り
組
め
た
一
年
で

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

盟
友
や
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
が
制
限
さ

れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
暗
い
時
期

を
乗
り
越
え
、
多
く
の
活
動
を
行
え
る
事

に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　

本
年
も
、
青
年
部
と
し
て
え
び
の
市
と

え
び
の
市
の
農
業
を
更
に
盛
り
上
げ
る
た

め
に
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、

お
健
や
か
に
新

し
い
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
２
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
家

の
光
大
会
で
大
賞
で
あ
る
「
家
の
光
文
化

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
組
合

員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、

地
域
に
根
差
し
た
Ｊ
Ａ
活
動
や
青
年
部
、

女
性
部
の
活
動
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限
さ
れ
、

心
が
落
ち
込
む
こ
と
の
多
い
中
で
の
う
れ

し
い
出
来
事
で
、
そ
の
後
の
活
動
に
弾
み

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
「
学
ぶ

こ
と
の
楽
し
さ
」「
仲
間
と
共
に
活
動
す

る
楽
し
さ
」と
ま
す
ま
す
盛
り
上
げ
て「
生

涯
現
役
」
を
目
標
に
活
動
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

今
年
も
引
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
一
緒
に
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
域
の
農
業
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

Ｊ
Ａ
青
年
部
長　

中 

村　

友 

哉

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

Ｊ
Ａ
女
性
部
長　

松 
永　

亮 

子

事故防止を呼びかけ
　えびの警察署とえびの交通安全協会は１２月
８日、道の駅えびので飲酒運転根絶の街頭キャ
ンペーンを行い、11 団体 33 人が参加しました。
飲酒の機会が増える年末の時期に、飲酒運転の
悪質性、危険性、重大性を強く訴え、飲酒運転
の根絶を目的とするものです。
　道の駅を訪れた買い物客らにＪＡえびの市が
提供したえびの産ヒノヒカリと啓発チラシを配
り、飲酒運転の根絶と事故防止を呼びかけまし
た。

書道コンクール表彰
　小中学生を対象に作品募集をした夏休みのＪ
Ａ共済書道コンクールに多数ご応募をいただ
き、ありがとうございました。
　えびの市管内からは、飯野中学校３年生の久
保脇彩心さんが半紙の部で佳作を受賞し、12 月
13 日に飯野中学校で表彰を行いました。
　久保脇さんは「半紙での応募は初めてだった
ので、聞いたときはびっくりした。はらいやと
めに気を付けて書いた」とコメント。
　ＪＡ共済書道コンクールは、昨年宮崎県で
４万点以上の応募がありました。今年のご応募
もお待ちしています。

飲酒運転根絶を呼びかけました飯野中学校の久保脇さんと黒葛原武校長先生
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第37回

田
の
神
さ
ぁ
の
里
産
業
文
化
祭

　

Ｊ
Ａ
と
市
は
、
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
11
月
25
日
・
26
日
に
大
明
司
文
化
の
杜
（
も
り
）
で
田
の
神
さ
ぁ
の

里
産
業
文
化
祭
を
開
き
大
勢
の
組
合
員
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

地
元
産
の
農
畜
産
物
や
加
工
品
な
ど
様
々
な
テ
ナ
ン
ト
が
出
店
。
一
方
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
秋
川
雅
史
さ
ん
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
ほ
か
、
田
の
神
さ
ぁ
お
ど
り
大
会
や
郷
土
芸
能
な
ど
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

郷土芸能発表（上浦郷棒踊り）

田の神さぁおどり大会

女性部によるステージショー

読書感想文・感想画の表彰式

みなみえびの保育園 JA女性部も参加

バルーンパフォーマー
ゆーき＆リリー
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

サイン色紙プレゼント
　秋川雅史さんのサイン色紙を抽選
で１名にプレゼントいたします。
 ご希望の方は、官製はがきに「サイ
ン色紙希望」と書き、住所・氏名・年齢・
産業祭の感想など記入の上、JA えび
の市総務課までご応募下さい。なお、
当選者の発表は発送をもってかえさ
せていただきます。

しんぱち＆ホープ

アンパンマンだぁー

秋川雅史歌謡ショー

西
嶋
三
千
代
歌
謡
シ
ョ
ー

朗々とした歌声で

観客を魅了

女
性
部
と

飯
野
高
校
生
の
コ
ラ
ボ
～

牛
の
模
型
を

使
っ
て

搾
乳
体
験

ＪＡ青年部も
賑わってます♪

肉や卵、乳製品を販売
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　１２月９日、ＪＡイチゴ部会は、本店集荷場
で目揃え会を開きました。
　参加者は、見本を手に取りながら、店頭にイ
チゴを並べた時に見た目の印象が上がる玉の選
び方や、着色の基準、パックに詰めるときの注
意点などを確認しました。
　また、イチゴの情勢報告や、年末年始の集荷
受入れについての案内などを行いました。
　イチゴは１１月から出荷が始まっており、春
まで続く予定です

出荷ピークに向け
イチゴ目揃え会

不祥事防止へ
　１２月７日、ＪＡ本店で全役職員を対象にコン
プライアンス・人権啓発全体職員研修会を開催。
不祥事の未然防止や職場における人権啓発の取り
組みについて受講しました。
　ＪＡえびの市では、今後もコンプライアンスの
遵守と不祥事の未然防止に努めてまいります。

応援お願いします
　２月４日に開催する第78回南九州駅伝競走大会
に、えびの市の「道の駅えびの」が出場します。
　真幸地区体育館前をスタートして都城市立美術
館前まで、７人の走者がたすきを繋ぎながら61.３
ｋｍの道のりを走ります。
　チーム「道の駅えびの」の南九州駅伝参加は今
回で３回目となります。選手にはＪＡえびの市加
久藤支店共済窓口の柳丸和輝さんもエントリーさ
れています。
　チーム「道の駅えびの」、
ぜひ応援をよろしくお願い
します！
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「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

当日ご来場できない方は「きこえ」に詳しい専門スタッフが
ご自宅までお伺いします。

２月９日（金）

2月開催のお知らせ
きこえの相談会

9時30分～13時

相続無料相談会
　農地や貯金の相続でお悩みの方のご相談をお待ち
しております。事前に電話でお問い合わせの上お越
しください。

開催日　１月２４日（水曜日）
場　　所 時　　間
真 幸 支 店 午前10時30分～午前11時30分
加久藤支店 午後１時～午後2時
飯 野 支 店 午後2時30分～午後3時30分
お問い合わせ先　審査課　TEL３３−３１０７

JAからの
お知らせ

ＪＡ休業日のお知らせ

２月11日（日曜日）
建国記念の日

ＪＡは全部門休業します

道の駅えびのは営業しています

グリーンセンター休業日
　２月１日（木）は、決算棚卸のた
め、各グリーンセンターを休業させ
ていただきます。

農業用廃プラスチックについて
農業用廃プラスチックは決められた収集日にだしてください。

◎ポリフィルム（マルチ・肥料袋等）
　・集積場所　えびの市一般廃棄物最終処分場
　・集  積  日　１月１６日（火）
　・時　　間　午前９時～午後４時
※ ビニールとポリマルチは混ぜないように注意してください。
※ 集積日が休日の場合は、次の日になります。
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

◎ちょっと

○
まる

○
まる

なはなし

ほおずき通信
（JA女性部通信）

田の神さぁの里産業文化祭

◆お問い合わせ◆　生活課　33－5743　生活館 夢工房　35－1810

　宮崎県農業協同組合中央
会会長賞をJAえびの市が
受賞しました。

第67回 家の光大会

クリスマスリース作り
12月9日

おしゃれ♪

親子で頑張りました！

　心のケア健康について、スト
レスから自分を守るための対処
法を楽しく学びました。

第４回女性大学講座
12月1日　30名参加12月7日

11月25日・26日開催されました。

ステージ

テナント

田の神さぁおどり大会

にも参加

畑
か
ら
出
て
き
た

び
っ
く
り
大
根
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

飯野高校
生活文化科の
生徒が考えた
レシピです♪

ポンっとリング

★材　料★　５個分
・砂糖………………３０ｇ　　・水飴…………………１５ｇ　　・マーガリン…………２０ｇ　
・薄力粉……………５０ｇ　　・卵（Mサイズ）……２５ｇ　　・塩………………………３ｇ
・白玉粉…………１２０ｇ　　・ベーキングパウダー…３ｇ　　・ヨーグルト……７０ｇ程度

★作り方★（ドーナツ）
　１．薄力粉、白玉粉、ベーキングパウダーをふるいにかけます。特に白玉粉はダマになるので
麺棒などでよく砕いて下さい。

　２．砂糖、水飴、塩、マーガリン、溶き卵を混ぜ合わせます。
　３．そこに、粉類を再度ふるいながら入れて混ぜます。
　４．ヨーグルトを少しずつ入れて、固さを確認しながら混ぜて、よくこねます。
　　　　★耳たぶの固さ、あまりベトつかず、まとまる固さで
　５．1個8gずつ取って丸めます。その際に、表面がツルツルをなるようにします。
　　　　★指にヨーグルトを少しつけ、もむといいです。
　６．10ｃｍ四方のオーブンシートの上につないでおいていきます。
　　　　★つなぐコツは、くっつける場所に少しヨーグルトをつけて、ムニュムニュすり合わせ
　　　　　ます。しばらくおくと、くっつきます。
　７．160度に熱した油で揚げていきます。
　　　　★シートごと揚げると形が崩れません！
　８．30秒たったら裏返します。フライ返しを使って裏返すと綺麗に、形を壊さずに返せます。
　９．1分たったら再度裏返して、さらに1分揚げていきます。
１０．若干色が付いたら油を切ります。

ハニー
シュガー
グレーズ

　★材　料★
・牛乳…………１０cc
・粉糖(砂糖＋米粉)
　　……30g(25g＋5g)
・はちみつ………３ｇ

　★作り方★
１．耐熱の器に、粉糖、牛乳、はちみつを入れて、電子レ
　　ンジ（500W）で20秒加熱してよく混ぜます。
２．少し冷めたハニーシュガーグレーズに、熱々の
　　ドーナツを付けます。
　　★あまり時間をおくとグレーズが固まってしまうので注意！

３．網などの上で冷まして、固まれば完成です。
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
12
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

12
月
13
日
～
15
日
ま
で
の
３
日
間
、

子
牛
セ
リ
市
が
西
諸
畜
連
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
成
績
は
別
表
の
通
り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
解
約
や
値
引
き
等
発
生

し
な
い
よ
う
に
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、

飼
養
管
理
に
は
充
分
注
意
し
て
下
さ

い
。
子
牛
生
産
検
査
以
降
に
発
生
し
た

ケ
ガ
や
尿
石
等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ

な
こ
と
で
も
気
付
い
た
点
は
、
担
当
者

に
相
談
す
る
か
、
ま
た
は
セ
リ
市
上
場

時
に
必
ず
発
表
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

去
勢
子
牛
で
発
育
の
良
い
も
の
は
早

期
出
荷
を
行
い
、
飼
育
費
の
削
減
を
図

り
所
得
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
雌

子
牛
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
品
評
会

に
出
品
し
、
付
加
価
値
の
高
い
優
良
素

牛
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
も
、
各
種
導
入
事

業
の
有
効
活
用
を
図
り

優
良
雌
子
牛
を
導
入
し
、

母
牛
の
増
頭
、
更
新
を
積

極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は
畜
産

課(

☎
３
３
―
５
７
４
７)

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

☆
12
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

12
月
８
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛
品

評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
は
11
頭
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
別
表
の
通

り
で
す
。（
敬
称
略
）

☆
12
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

12
月
１
日
、Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、

12
月
期
子
牛
品
評
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
成
績
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

　

Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

下
見
を
し
ま
す
。
出
品
希
望
の
あ
る
方

は
畜
産
課(

☎
３
３
―
５
７
４
７)

ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

営
農
情
報

令和５年１２月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回(５年12月) 前回(５年11月) 前年(４年12月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 88 516,625 90 442,127 74,498 85 581,421 △64,796

去勢 112 557,199 92 553,934 3,265 140 662,027 △104,828

計 200 539,347 182 498,645 40,702 225 631,576 △92,229

令和５年 12 月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞６席 こ う み ほ 中 村 　 友 哉
壱等賞 第 1 6 4ぱるむ ㈱ 坂 元 農 場
〃 う め 日 高 将 也
弐等賞 ま り ん 竹 下 　 忍
〃 第９７２さくら 坂 元 幸 保
〃 きりしま３３０ Ｊ Ａ え び の 市

和牛繁殖センター
〃 第10あもちゃん 中 津 　 富 夫
〃 も も 北別府　翔　平
〃 し お ん ５ ６ 拂　田　慶一郎
〃 第１６１こはな ㈱ 坂 元 農 場
〃 第 3 8 み ほ 森 永 政 晴
※壱等賞・弐等賞の序列はつけてありません

令和５年 12 月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 こ う み ほ 中 村 友 哉
壱等賞１席 第 1 6 4ぱるむ ㈱ 坂 元 農 場
壱等賞 ま り ん 竹 下 　 忍
〃 第９７２さくら 坂 元 幸 保
〃 う め 日 高 将 也
〃 きりしま３３０ Ｊ Ａ え び の 市

和牛繁殖センター
〃 第10あもちゃん 中 津 富 夫
〃 も も 北別府　翔　平
〃 し お ん ５ ６ 拂　田　慶一郎
〃 第１６１こはな ㈱ 坂 元 農 場
〃 第 ３ ８ み ほ 森 永 政 晴
弐等賞 ひ な ふ じ 黒 肬 康 男
〃 す み れ 西 田 真 一
〃 き よ み 田 中 和 浩
〃 か よ こ 大 竹 勝 美
〃 ふ く み 田 中 和 浩
〃 た ま や ３ 茂　木　奈々美
※壱等賞１席以降の序列はつけてありません

◎
畜
産
関
係
◎
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子牛の肺炎予防について！

松下さんの枝肉が１席を獲得

令和５年度ＪＡ主催冬季肉牛枝肉共励会成績

　肺炎は様々なウイルスや細菌感染により晩秋から春先にかけて発生する事が多いです。肺炎の集団
感染には、呼吸器へのウイルスまたは細菌の感染、及びそれらの重感染が原因となります。しかし感
染の原因となるのは、換気不足や敷料の管理不良による高い湿度とアンモニアガスの蓄積などの環境
的要因によるところが大きいです。それでは子牛の肺炎を予防するには、どういう事が重要なのでしょ
うか。
１．十分な換気
　人が子牛の高さにしゃがんで 10分間耐えることができなければ子牛に与える影響は大きいようです。
アンモニアの発生が少なくても肺にダメージを与えるため、一定の空気の入れ替えは重要です。また
頭数の過密は換気不良の原因となるばかりではなく、直接的な空気感染を引き起こします。
２．十分な敷料を敷いておく。
　乾燥した敷料を十分に敷くことにより寒い時期には暖かく、暑い時期には涼しくする効果があります。
３．十分なミルクを投与する
　特に初乳の給与は移行免疫の獲得のために重要です。またその後の哺乳においては、人工哺育の場合、
１日２回に分けて給与される例が多いいようですが、小分けして給与回数が多い方が子牛に与えるス
トレスは少ないようです。
４．母牛へのワクチン投与
　下痢や肺炎予防の混合ワクチンを接種する事で発症を防ぐことができる場合があります。しかし、
これにより獲得した免疫は初乳によってのみ子牛に与えられるので、初乳の十分な哺乳が前提です。
５．導入牛は極力避ける。
　外部からの導入は病原菌を持ち込む可能性があります。導入した場合は最低１週間隔離して観察す
る事をお勧めします。また他農場からの器具・機材の持ち込みも避けましょう。
６．哺乳瓶やバケツの消毒と管理
　哺乳器具の消毒は病原体の伝染を防ぎます。また、哺乳瓶の乳首の穴が大きい場合、ミルクを飲み
込むより早い速度でミルクが口に流れ込み、あふれたミルクの一部が気管から肺に入って誤嚥してし
まいます。乳首の劣化や穴の大きさの管理が必要です。
７．離乳のストレスを最小限に
　離乳はスターターの摂取量を確認してから開始しましょう。離乳後も同じスターターを与え飼料の
急変を避けましょう。

　ＪＡは１１月３０日、令和５年度ＪＡ主催冬季肉牛枝肉共励会を（株）ミヤチク高崎工場で開きま
した。市内の肥育農家ら９人が去勢２５頭を出品し、(有 ) 立山畜産の枝肉が１席に選ばれました。
　全体では、上物率１００％で、平均枝肉重量５３８. ４ｋｇ、平均単価はｋｇあたり２, ６５０円で
取引されました。

生産者 性別
血　　　統

生年月日 体重
（kg）

枝肉
重量
（kg）

等級 Ｂ
ＭＳ
入賞
区分父 母の父 母の祖父

(有)立山畜産 去勢 勝美利 秀正実 耕富士 R3.5.14 816 551.5 A5 12 １席

松 下 啓 紀 去勢 満天白清 耕富士 美穂国 R3.8.12 848 548.6 A5 12 ２席

宮 原 智 憲 去勢 勝美利 洋紀久 秀正実 R3.7.12 728 479.2 A5 12 ３席
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営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

本
作
の
収
穫
や
栽
培
管
理
だ
け
に
気
を

取
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
す
で
に
次
作
の
育

苗
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
！
無
病
親
株
の
確

保
が
い
ち
ご
の
安
定
生
産
に
は
不
可
欠
で

す
。
育
苗
施
設
の
消
毒
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

電
照
時
間

　

今
後
の
電
照
は
、
い
ち
ご
の
生
育
を
考

え
た
電
照
時
間
に
変
更
し
ま
す
。
晴
れ
の

時
は
生
育
状
況
に
合
わ
せ
て
２
～
４
時
間

行
い
、
曇
り
の
時
は
照
度
に
合
わ
せ
て
時

間
を
短
く
し
ま
す
。

　

ま
た
、
時
間
の
長
短
に
つ
い
て
は
、
見

た
目
の
草
勢
で
判
断
せ
ず
、
芯
葉
展
開
時

の
葉
柄
長
と
展
開
葉
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ

て
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

温
度
管
理

　

朝　
　

方　

10
～
15
℃

　

午 

前 

中　

25
～
27
℃

　

午　
　

後　

20
～
26
℃

　

締
め
込
み　

18
℃

　

夜　
　
　
　

６
～
８
℃

　
　

※
夜
温
は
実
温
で
６
～
８
℃

摘
葉
、
果
梗
の
除
去

　

極
端
な
葉
か
ぎ
は
草
勢
低
下
に
つ
な
が

る
の
で
、
枯
葉
を
葉
か
ぎ
す
る
程
度
と
し

ま
す
。
収
穫
が
終
了
し
た
果
梗
や
下
葉
は
、

早
め
に
ハ
ウ
ス
外
へ
持
ち
出
し
て
処
分
し

ま
す
。

☆
キ
ン
カ
ン

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

傷
果
・
う
る
み
果
に
注
意
を
払
っ
た
選

別
を
行
い
、
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
玉
ネ
ギ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

植
え
付
け
後
に
発
生
し
た
雑
草
に
つ
い

て
は
早
め
に
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

特
に
根
張
り
の
強
い
雑
草
は
除
去
が
困
難

に
な
る
前
に
除
草
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
除

草
作
業
中
に
た
ま
ね
ぎ
の
株
元
の
根
が
切

れ
る
と
生
育
が
悪
く
な
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
な
が
ら
除
草
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

☆
栗

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

老
木
樹
は
主
枝
を
３
本
程
度
に
し
、
亜

主
枝
は
１
本
あ
た
り
２
～
４
本
程
度
に
な

る
よ
う
剪
定
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

結
果
母
枝
に
つ
い
て
は
、
大
玉
果
生
産

に
つ
な
が
る
よ
う
、
太
さ
８
ミ
リ
以
上
、

長
さ
50
㎝
～
80
㎝
以
上
の
枝
を
、
樹
冠
１

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
４
～
５
本
に
な
る

よ
う
に
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

３
月
中
旬
か
ら
定
植
が
始
ま
り
ま
す
の

で
、
前
作
の
片
付
け
が
未
完
了
の
方
は
早

急
に
取
り
掛
か
り
、
本
作
の
準
備
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

片
付
け
完
了
後
は
、
施
肥
、
畝
立

て
、
マ
ル
チ
張
り
、
土
壌
消
毒
な
ど
の
作

業
遅
れ
が
な
い
よ
う
に
計
画
立
て
て
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
化
学
農

薬
に
よ
る
土
壌
消
毒
を
行
う
場
合
は
、
所

定
の
被
覆
期
間
が
必
要
で
す
の
で
十
分
な

期
間
が
確
保
で
き
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
定
植
直
後
の
保
温
対
策
と
し

て
加
湿
機
の
点
検
、
ポ
リ
ダ
ク
ト
や
内
張

カ
ー
テ
ン
な
ど
の
資
材
も
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

草
丈
が
20
㎝
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
上
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
の
葉
面
散
布

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
成
長
が
緩
慢

な
場
合
に
は
液
肥
で
の
葉
面
散
布
も
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

病
害
に
つ
い
て
は
、
べ
と
病
の
対
策

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
Ｚ
ボ
ル
ド
ー

（
５
０
０
倍
）
や
ド
イ
ツ
ボ
ル
ド
ー
Ａ

（
５
０
０
～
１
０
０
０
倍
）
と
い
っ
た
銅

剤
で
予
防
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
発

生
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ

ア
ブ
ル
（
２
０
０
０
倍
）
で
防
除
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

☆
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

収
穫
の
際
に
は
１
袋
の
重
量
の
目
安
を

１
６
０
ｇ
と
し
て
袋
詰
め
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
製
品
作
り
の
際
は
雑
草
、

豆
葉
、
枯
れ
葉
、
虫
な
ど
の
混
入
に
十
分

注
意
し
袋
詰
め
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

今
月
よ
り
本
格
的
に
出
荷
が
始
ま
り
ま

す
。
花
し
み
や
切
前
（
収
穫
タ
イ
ミ
ン

グ
）
に
注
意
し
、
選
花
選
別
を
徹
底
し
た

出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
ハ
ウ
ス
内
温
度
は
日
中
15
℃
を
目
標
に
、

夜
間
は
最
低
５
℃
（
実
温
）
で
管
理
し

ま
し
ょ
う
。

・
過
湿
は
病
気
の
発
生
や
軟
弱
徒
長
を
助

長
す
る
た
め
、
開
花
後
は
土
が
湿
っ
て

い
る
と
き
は
か
ん
水
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
１
番
花
採
花
に
伴
い
草
勢
が
低
下
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
硝
酸
態
窒
素
主

体
の
液
肥
を
適
宜
施
用
し
て
草
勢
の
維

持
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
（
目
安
液
肥
：

Ｏ
Ｋ
Ｆ
な
ど
１
０
０
０
倍
希
釈
）

・
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
は
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す

る
た
め
、
定
期
的
に
農
薬
散
布
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

・
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
収
穫
時
は
ハ

サ
ミ
の
使
い
分
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

春
夏
作
に
向
け
て
の
準
備
期
間
と
な
り

ま
す
。

　

自
家
育
苗
を
さ
れ
る
方
は
、
品
種
の
特

性
を
押
さ
え
て
時
期
に
見
合
っ
た
適
正
な

品
種
選
定
を
行
い
、
収
穫
予
定
日
よ
り
逆

算
し
て
計
画
的
な
播
種
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

定
植
圃
場
に
つ
い
て
は
、
前
作
の
残
肥

や
土
壌
病
害
の
発
生
状
況
な
ど
を
考
慮
し

な
が
ら
、
排
水
性
や
日
当
た
り
が
良
い
圃

場
を
選
定
し
ま
し
ょ
う
。

　

苗
の
注
文
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
農
産
園
芸
課
ま
で
早
め

の
注
文
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

収
穫
も
中
盤
に
な
り
ま
す
が
、
白
ネ
ギ

は
出
荷
調
整
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
計

画
的
に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

Ａ
品
の
出
荷
規
格
は
、
全
長
58
㎝
、
軟

白
部
が
30
㎝
以
上
で
、
葉
身
径
が
１
㎝
か

ら
２
・
５
㎝
以
上
（
Ｓ
～
２
Ｌ
）
に
な
り

ま
す
。

　

根
切
り
に
つ
い
て
は
、
盤
茎
（
根
本
部

分
）
を
深
く
切
り
す
ぎ
な
い
よ
う
５
㎜
程

度
は
残
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

葉
の
調
整
は
病
害
虫
・
枯
れ
葉
を
取
り
除

き
３
枚
を
残
し
て
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
度
産
の
白
ネ
ギ
作
付
け
の
と

り
ま
と
め
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
３
月
上

旬
に
播
種
を
行
い
４
月
中
・
下
旬
頃
に
定

植
と
な
り
ま
す
。
収
穫
に
つ
い
て
は
、
11

月
下
旬
か
ら
１
月
半
ば
ま
で
の
収
穫
を
目

標
と
し
ま
す
。
苗
の
申
し
込
み
は
昨
年
購

入
さ
れ
た
方
を
中
心
に
ご
案
内
し
ま
し
た

が
、
提
出
が
お
済
み
で
な
い
方
や
新
規
で

希
望
さ
れ
る
方
は
１
月
中
に
農
産
園
芸
課

ま
で
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
人
参

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

収
穫
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
収
穫
が
遅

れ
る
と
し
み
腐
れ
な
ど
の
地
下
部
の
病
害

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
適
期
収

穫
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
加
工
向
け

人
参
を
出
荷
す
る
際
は
青
首
除
去
を
は
じ

め
、
出
荷
規
格
を
守
っ
て
出
荷
し
ま
し
ょ

う
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
３
月
中
旬
頃
か
ら
の

定
植
と
な
り
ま
す
の
で
、
前
作
の
片
付
け

が
未
完
了
の
方
は
早
急
に
取
り
掛
か
り
本

作
の
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

露
地
栽
培
で
は
４
月
下
旬
頃
か
ら
の
定

植
と
な
り
ま
す
が
、
特
に
竹
棚
な
ど
経
年

劣
化
に
よ
り
修
繕
が
必
要
と
す
る
圃
場
に

つ
い
て
は
、
事
前
に
確
認
を
行
っ
た
上
で

作
業
遅
延
が
な
い
よ
う
計
画
立
て
て
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
農
産
園
芸
課
（
☎

３
３

−

５
７
５
６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
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☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

年
度
の
水
稲
に
関
す
る
概
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

生
育
状
況
・
・
・
九
州
南
部
地
方
の
梅

雨
入
り
は
５
月
30
日
で
、
昨
年
か
ら
す

る
と
11
日
早
い
梅
雨
入
り
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
梅
雨
明
け
は
７
月
23
日
で
、

昨
年
と
比
べ
る
と
１
日
遅
い
も
の
で
し

た
。
平
年
で
み
る
と
、
梅
雨
入
り
は
平

年
並
み
で
し
た
が
、
梅
雨
明
け
が
８
日

遅
く
な
っ
た
年
で
し
た
。
育
苗
セ
ン
タ
ー

の
苗
申
込
状
況
か
ら
み
る
と
、
管
内
の

田
植
え
は
６
月
に
入
っ
て
か
ら
一
気
に

進
み
、
10
日
が
最
盛
期
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

本
田
に
お
い
て
移
植
期
か
ら
出
穂
期

に
か
け
て
は
６
月
中
旬
以
降
気
温
と
日

照
時
間
が
平
年
よ
り
高
く
な
り
、
概
ね

良
好
に
推
移
し
ま
し
た
。
出
穂
期
に
あ

た
る
８
月
は
気
温
が
高
く
推
移
し
て
お

り
、
出
穂
最
盛
期
は
平
年
よ
り
早
い
８

月
19
日
頃
と
な
り
ま
し
た
。
登
熟
期
及

び
収
穫
期
に
つ
い
て
は
、
８
月
と
同
様

に
９
月
も
平
年
よ
り
気
温
が
高
く
、
日

照
時
間
も
長
く
推
移
し
た
こ
と
か
ら
登

熟
が
す
す
み
、
10
月
の
天
候
に
恵
ま
れ

た
事
か
ら
10
月
か
ら
収
穫
も
順
調
に
進

ん
だ
も
の
と
見
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
幼
穂
形
成
期
に
あ
た
る
７

月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
長
雨

に
よ
る
日
照
不
足
が
発
生
し
て
お
り
、

こ
れ
は
１
穂
あ
た
り
の
粒
数
確
保
に
影

響
が
出
た
も
の
と
み
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
か
ら
本
年
の
収
量
は
平
年
よ
り
も

減
少
し
た
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

結
果
、
え
び
の
市
を
含
む
宮
崎
県
広

域
霧
島
地
帯
の
作
況
指
数
は
昨
年
よ
り

も
上
昇
し
た
も
の
の
97
の
や
や
不
良
と

な
り
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
管
内
に
お
け
る
令
和
５
年

度
の
米
検
査
状
況
に
つ
い
て
は
、
表
１

の
通
り
１
等
米
が
17
・
４
％
で
あ
り
、

昨
年
よ
り
も
上
昇
は
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
２
等
米
が
中
心
と
な
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
２
等
以
下
の
検
査
格
下

げ
理
由
の
内
訳
は
表
２
の
通
り
で
す
。

　

要
因
と
し
て
は
心
白
粒
の
混
入
割
合

に
よ
る
も
の
が
６
割
以
上
で
、
生
育
期

間
中
、
特
に
出
穂
し
て
か
ら
登
熟
期
間

中
の
気
温
が
高
温
下
に
あ
る
こ
と
が
発

生
要
因
と
し
て
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

病
害
虫
発
生
状
況
・
・
・
稲
体
か
ら
吸

汁
し
、
坪
枯
れ
の
要
因
と
な
る
ト
ビ
イ

ロ
ウ
ン
カ
（
秋
ウ
ン
カ
）
の
発
生
は
少

な
く
、
管
内
で
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
収
穫
直
前
、
増

殖
に
好
ま
し
い
環
境
条
件
が
そ
ろ
っ
た

こ
と
で
、
管
内
の
一
部
圃
場
で
坪
枯
れ

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
カ
メ
ム
シ
類
の

発
生
は
平
年
並
み
で
あ
り
、
コ
ブ
ノ
メ

イ
ガ
（
ハ
マ
キ
ム
シ
）
に
つ
い
て
は
平

年
よ
り
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
イ
ナ
ゴ
類
の
問
い
合
わ
せ
が

年
々
増
え
て
お
り
、
そ
の
特
性
か
ら
防

除
が
難
し
い
害
虫
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

い
も
ち
病
に
つ
い
て
は
例
年
通
り
の

傾
向
で
し
た
が
、
今
年
は
紋
枯
れ
病
が

多
く
発
生
し
、
問
い
合
わ
せ
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
紋
枯
れ
病
は
土
中
に
存
在

す
る
菌
核
か
ら
感
染
し
、
生
育
初
期
は

圃
場
内
で
横
へ
広
が
り
、
そ
の
後
、
株

元
か
ら
上
位
へ
と
進
展
し
ま
す
。
症
状

が
進
む
と
倒
伏
し
や
す
く
な
り
、
稲
の

生
育
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、

本
年
発
生
し
た
圃
場
は
次
年
度
も
菌
核

が
多
く
存
在
す
る
と
考
え
、
序
盤
の
防

除
に
あ
た
る
箱
処
理
剤
に
つ
い
て
も
紋

枯
れ
病
に
登
録
の
あ
る
剤
を
使
用
す
る

と
い
っ
た
対
策
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
「
紋
枯
れ
病
」
に
登
録
の
あ
る

箱
処
理
剤
「
稲
大
将
箱
粒
剤
」

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
は
病
害
虫
の
発

生
度
合
か
ら
見
て
、
重
点
防
除
の
１
回

目
を
見
送
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
紋
枯
れ
病
の
本

田
防
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
１
回
目
の
８

月
中
旬
で
あ
り
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

逃
す
と
防
除
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
重
点
防
除
は
予
防
も
兼
ね
ま
す

の
で
、
発
生
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

○
近
年
の
稲
作
環
境
と品

質
向
上
に
向
け
て

　

令
和
５
年
を
振
り
返
る
と
８
月
９
日

に
台
風
６
号
の
接
近
が
あ
り
、
農
作
物

の
み
な
ら
ず
多
方
面
に
被
害
を
与
え
て

い
き
ま
し
た
。
本
田
で
の
生
育
中
は
高

温
の
傾
向
が
強
く
、
全
国
で
も
異
常
高

温
を
取
り
上
げ
て
い
る
場
面
を
よ
く
目

に
し
ま
し
た
。
水
稲
の
出
穂
期
は
早
く

◎
農
産
関
係
◎

営営
農
情
報

令和５年産米検査結果
（表１）

等　級 令和５年度 令和４年度

【１等米】 17.4％ 1.8％

【２等米】 75.5％ 72.6％

【３等米】 7.0％ 25.2％

【規格外】 0.1％ 0.4％

令和５年産米検査格下げ要因と発生要因
（表２）

格下げ理由 令和５年度 令和４年度

形質（心白及び腹白） 64.8％ 81.3％

整粒不足 29.7％ 18.1％

着色粒（カメムシ類等） 3.6％ 0.3％

被害粒（胴割れ） 1.9％ 0.1％

異種穀粒・異物混入 0% 0.2%
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく

な
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
高
温
障
害

対
策
の
た
め
、
水
管
理
を
は
じ
め
、
多

く
の
事
に
気
を
か
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
気
象
に
対
す
る
対
応
は

難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
環
境
の

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
稲
つ
く
り
は
進

め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
稲

作
計
画
を
立
て
る
際
に
出
穂
の
時
期
や

収
穫
時
期
な
ど
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
収

量
、
品
質
は
ど
う
だ
っ
た
か
な
ど
を
振

り
返
っ
て
み
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
前

作
の
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
植
付
時

期
の
見
直
し
や
肥
料
の
量
を
検
討
し
、

昨
年
よ
り
も
良
い
結
果
に
繋
が
る
よ
う

に
栽
培
計
画
を
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
土
壌
診
断
の
依
頼
に
つ
い
て　

　

土
壌
診
断
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
が
今
年
は
肥
料
高
騰
対
策
事
業
の

要
件
を
満
た
す
た
め
の
一
つ
に
土
壌
診

断
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
関
係

も
あ
り
、
診
断
依
頼
が
例
年
に
な
い
多

さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
診
断
結
果
は
か

な
り
の
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
ご
理
解
の
上
、
ご
依
頼
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
一
点
当
た
り
１
０
０
０
円
の
診
断
料
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

・
申
込
み
先
：
農
産
園
芸
課

（
３
３

−

５
７
５
６
）

・
必
ず
乾
燥
し
た
土
を
提
出
し
て
下
さ

い
。
提
出
の
際
、
申
込
み
用
紙
へ
必

要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、

提
出
さ
れ
る
土
を
入
れ
て
あ
る
袋
に

も
自
治
会
、
氏
名
、
圃
場
名
を
わ
か

る
よ
う
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

《
水
稲
苗
の
予
約
申
し
込
み
に
つ
い
て
》

　

１
月
の
ふ
れ
あ
い
日
で
「
水
稲
苗
・

資
材
申
込
書
」
を
配
布
し
ま
す
。
３
月

１
日
以
降
の
申
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

従
来
通
り
予
約
外
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
苗
予
約
さ
れ
、
植
付
け
時
に

不
足
分
が
発
生
し
た
場
合
、
申
込
み
い

た
だ
い
た
枚
数
の
１
割
分
に
あ
た
る
枚

数
に
つ
い
て
は
予
約
内
単
価
で
対
応
い

た
し
ま
す
。

　

苗
の
申
込
み
が
遅
れ
た
場
合
、
育
苗

計
画
の
関
係
か
ら
、
６
月
25
日
以
降
の

苗
受
渡
し
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
期
日
（
２
／
29
）
ま
で

の
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎担い手支援関係◎営農情報
農業経営者組織協議会（青色申告会）

　青色申告での税務申告には多くの特典があります。節税のためにも青色申告を始めま
しょう。
　ＪＡえびの市農業経営者組織協議会では、通帳取引の自動仕訳等、会員様の事務負担軽
減にご協力させていただいております。
　随時会員の募集をしております。ぜひご加入ください。

青色申告に関することは、お気軽にお問い合せください。
担い手支援課　３３－３１０４（担当　谷口・内田・寄田）

青色申告の主な特典
（1）青色申告特別控除
（2）青色事業専従者給与の必用経費算入
（3）純損失の繰越控除　　　　　　　など
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令
和
５
年
度
総
合
座
談
会
を
、
９
月

４
日
か
ら
８
日
ま
で
の
５
日
間
、
市
内

61
ヶ
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
座
談
会
で

出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
に
対
す
る
回
答

を
掲
載
し
ま
す
。

◎
担
い
手
支
援
課

問　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
農
家
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
、
教
え
て
ほ
し
い
。

（
東
内
竪
）

答　

Ｊ
Ａ
に
出
荷
を
さ
れ
て
い
る
耕
種

農
家
は
委
託
販
売
で
あ
り
、
農
協
特

例
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
農
協
が
組

合
員
の
代
わ
り
に
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発

行
を
し
ま
す
の
で
、
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
　

畜
産
農
家
に
つ
い
て
は
、
耕
種
の

よ
う
な
委
託
販
売
方
式
で
は
な
く
媒

介
者
方
式
で
あ
る
た
め
、
各
個
人
で

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
を

す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
録
を
さ

れ
た
生
産
者
は
畜
連
へ
届
出
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
畜
連
が
生
産
者
の

代
わ
り
に
、
購
買
者
へ
の
イ
ン
ボ
イ

ス
の
発
行
を
し
ま
す
。

問　

イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録
を
す
べ
き
か

迷
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
の
考
え

方
を
教
え
て
ほ
し
い
。（
東
長
江
浦
下
）

答　

既
に
消
費
税
課
税
事
業
者
で
あ
れ

ば
登
録
し
て
も
問
題
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
他
の
方
は
ど
ち
ら
が
本
人

に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
か
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
ご
本
人

が
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当

Ｊ
Ａ
の
農
業
経
営
者
組
織
協
議
会
や

税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

米
の
出
荷
に
関
し
ま
し
て
は
、
農

協
特
例
制
度
に
よ
り
出
荷
さ
れ
る
組

合
員
が
イ
ン
ボ
イ
ス
事
業
者
で
あ
る

か
ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
安

心
し
て
Ｊ
Ａ
へ
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

高
齢
者
の
農
家
組
合
員
は
田
畑
を

耕
作
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
、

県
域
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
、
何
か
対
策
の

打
て
る
対
応
を
期
待
し
た
い
。（
北
岡

松
）

答　

県
内
全
体
と
し
て
の
問
題
で
あ
り
、

協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

減
反
対
策
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
を
す
る
に

あ
た
っ
て
畜
産
農
家
の
承
諾
書
が
必

要
だ
が
、
印
鑑
等
の
取
得
が
難
し
い

場
合
が
あ
る
の
で
手
続
き
を
簡
素
化

で
き
な
い
か
。（
中
浦
）

答　

国
の
政
策
で
あ
り
、
作
付
者
と
Ｗ

Ｃ
Ｓ
を
収
穫
す
る
方(

畜
産
農
家
）

と
の
契
約
が
必
要
で
す
。
Ｊ
Ａ
に
は

繁
殖
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
た
め
、
契
約

す
る
事
は
で
き
ま
す
。

問　

今
後
、
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く

に
あ
た
り
、
現
状
で
の
Ｊ
Ａ
の
取
組

み
は
今
一
つ
と
感
じ
る
。
県
域
Ｊ
Ａ

に
な
っ
て
も
、
若
い
人
た
ち
に
農
業

の
魅
力
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
取
組

ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

（
出
水
）

答　

今
後
も
よ
り
一
層
農
業
の
魅
力
が

伝
わ
る
よ
う
積
極
的
な
情
報
発
信
に

取
組
み
ま
す
。
後
継
者
、
担
い
手
確

保
に
も
行
政
と
連
携
し
て
取
組
み
ま

す
。

問　

機
械
銀
行
の
農
作
業
料
金
は
上

が
っ
て
い
る
の
か
。（
京
町
）

答　

令
和
５
年
５
月
１
日
よ
り
、
各

種
作
業
料
が
１
割
値
上
が
り
し
て
い

ま
す
（
例
：
イ
タ
リ
ア
ン
跡
の
荒
起

の
場
合
で
５
０
０
０
円
→
５
５
０
０

円
）。
数
年
、
据
え
置
き
で
や
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
燃
油
や
資
材
、
人
件

令
和
５
年
度
総
合
座
談
会
で
の

意
見
・
要
望
に
対
す
る
回
答
書

９月４日　下大河平
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「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

費
な
ど
の
コ
ス
ト
高
騰
の
影
響
を
受

け
、
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
り
ま
し
た
。
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
補
助
金
の
変
動
は
あ
る

か
。（
下
大
河
平
）

答　

国
か
ら
の
補
助
金
で
あ
り
ま
す
の

で
、
政
策
の
変
更
等
が
あ
れ
ば
変
わ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

◎
畜
産
課

問　

西
諸
県
郡
市
で
雌
子
牛
へ
の
Ｂ
Ｌ

検
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
南
那
珂
地

区
の
よ
う
に
検
査
を
実
施
し
な
い
地

域
も
あ
る
。
合
併
後
は
ど
う
な
る
の

か
教
え
て
ほ
し
い
。（
今
西
）

答　

Ｂ
Ｌ
事
業
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
の

み
な
ら
ず
行
政
と
の
協
議
も
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
県
域
Ｊ
Ａ

で
の
検
討
内
容
の
一
つ
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　

市
場
の
評
価
を
鑑
み
る
と
Ｂ
Ｌ
検

査
の
継
続
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問　

県
域
Ｊ
Ａ
の
運
営
に
つ
い
て
、
段

階
的
に
移
行
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る

が
、
最
終
的
な
ス
テ
ー
ジ
３
に
お
い

て
広
域
本
部
と
し
て
集
約
、
組
織
や

事
業
を
再
編
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

各
Ｊ
Ａ
の
特
色
や
独
自
性
が
失
わ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
場

合
に
よ
っ
て
は
、
畜
産
と
園
芸
の
間

で
注
力
格
差
が
生
ま
れ
る
の
は
な
い

か
。（
高
野
）

答　

基
本
的
に
は
ス
テ
ー
ジ
３
以
降
も

各
地
域
の
強
み
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
は

継
続
す
る
こ
と
で
協
議
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
も
、
Ｊ
Ａ
・
市
町
村
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
畜
産
・
園
芸
含

め
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
県
ブ
ラ
ン
ド

そ
れ
ぞ
れ
全
体
的
な
強
化
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

子
牛
セ
リ
等
で
の
預
託
牛
の
制
度

は
合
併
後
も
継
続
す
る
の
か
。
継
続

す
る
場
合
の
条
件
は
現
在
と
変
わ
り

は
あ
る
か
。（
下
大
河
平
）

答　

制
度
は
存
続
す
る
予
定
で
す
。
上

限
金
額
や
上
限
頭
数
は
、
現
在
検
討

中
で
す
。

問　

Ｊ
Ａ
合
併
に
伴
い
畜
連
も
統
一
さ

れ
れ
ば
、
畜
連
手
数
料
も
安
く
な
る

の
か
。（
上
・
中
原
田
）

答　

畜
連
の
合
併
は
、
種
雄
牛
等
の
兼

ね
合
い
も
あ
る
た
め
地
域
の
特
性
を

生
か
す
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

畜
連
の
手
数
料
に
つ
い
て
は
今
後
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

問　

合
併
後
の
畜
連
は
ど
う
な
る
の
か
。

（
東
長
江
浦
下
）

答　

家
畜
市
場
に
つ
い
て
は
、
県
内
の

７
市
場
を
継
続
し
て
い
き
、
家
畜
市

場
の
あ
り
方
を
合
併
後
に
協
議
し
ま

す
。

　
　

畜
連
に
つ
い
て
は
複
数
の
地
区
本

部
に
ま
た
が
る
部
署
を
設
置
し
、
現

状
業
務
を
継
続
し
ま
す
。

問　

畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー
は
ど
こ
に
で

き
る
の
か
。（
京
町
）

答　

畜
連
に
で
き
る
計
画
で
す
。

問　

畜
連
も
含
ん
だ
合
併
と
な
る
が
、

他
市
場
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。（
水
流
）

答　

組
合
員
に
不
都
合
が
生
じ
ぬ
よ
う
、

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

セ
リ
相
場
下
落
に
伴
う
支
援
に
つ

い
て
教
え
て
ほ
し
い
。（
東
長
江
浦
下
、

水
流
）

答　

令
和
５
年
８
月
に
和
子
牛
生
産
者

臨
時
経
営
支
援
事
業
の
対
象
が
拡
充

さ
れ
、
３
カ
月
毎
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
平

均
が
全
国
平
均
を
下
回
る
場
合
で
も

補
填
が
出
来
る
よ
う
な
仕
組
み
と
な

り
ま
し
た
。

　
　

４
～
６
月
分
は
１
頭
当
た
り
１
万

５
０
０
０
円
が
８
月
末
に
、
７
～
９

月
分
は
１
頭
当
た
り
８
万
２
０
０
０

円
が
11
月
末
に
振
込
み
さ
れ
て
い
ま

す
。

問　

現
在
、
情
勢
が
と
て
も
悪
く
子
牛

の
相
場
・
米
の
値
段
等
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
経
営
等
の
指
導
が

非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。（
飯
野

麓
、
町
）

答　

今
後
は
技
術
指
導
だ
け
で
は
な
く
、

経
営
指
導
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
合
併
に
は
信

連
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
資
金
繰
り
等
、
経
営
面
に
つ
い

９月４日　五日市



（20）令和６年１月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

て
も
指
導
が
可
能
に
な
る
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

問　

消
毒
用
石
灰
の
配
布
予
定
は
あ
る

か
。（
前
田
）

答　

牛
に
関
し
て
は
、
配
布
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問　

セ
リ
市
開
催
時
期
に
つ
い
て
、
県

内
で
協
議
し
た
う
え
で
日
程
調
整
し

て
い
る
と
思
う
が
、
県
外
（
隣
県
）

協
議
は
し
て
い
る
の
か
。
時
に
は
開

催
日
が
被
る
こ
と
も
あ
り
、
購
買
者

が
分
散
し
子
牛
価
格
が
上
が
ら
な
い

と
思
う
の
で
、
県
外
と
の
連
携
協
議

を
行
っ
て
ほ
し
い
。（
高
野
）

答　

セ
リ
市
の
開
催
日
は
県
内
で
は
日

程
調
整
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
外

協
議
は
畜
連
が
行
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
畜
連
へ
要
望
致
し
ま
す
。

問　

西
諸
畜
連
の
子
牛
セ
リ
市
へ
の
購

買
者
の
参
加
が
減
少
し
て
い
る
。
販

売
価
格
の
向
上
の
た
め
に
購
買
者
対

策
を
し
て
ほ
し
い
。（
今
西
）

答　

本
年
度
よ
り
西
諸
畜
連
を
中
心
に

全
国
へ
の
購
買
誘
致
活
動
を
再
開
し

て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
和
牛

部
会
役
員
で
も
11
月
７
日
に
県
内
、

11
月
10
～
11
日
に
佐
賀
県
と
大
分
県

の
購
買
先
を
訪
問
し
誘
致
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
も
販
売
価
格
向
上

に
向
け
た
営
業
活
動
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

問　

繁
殖
セ
ン
タ
ー
堆
肥
舎
裏
側
に
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
ロ
ー
ル
の
乱
袋
が
多
数

放
置
し
て
あ
る
。
１
個
７
０
０
０
円

程
度
で
仕
入
れ
て
い
る
と
聞
く
。
適

切
な
管
理
を
し
、
費
用
削
減
に
努
め

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
乱
袋
に
つ
い
て

は
堆
肥
舎
裏
側
で
は
な
く
、
堆
肥
舎

内
で
破
棄
し
て
ほ
し
い
。（
田
代
）

答　

乱
袋
は
堆
肥
舎
内
へ
破
棄
し
ま
し

た
。
飼
料
管
理
を
徹
底
し
費
用
削
減

に
努
め
ま
す
。

問　

枝
肉
販
売
に
お
い
て
、
い
か
に
生

産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
か
が
課
題
だ
と

思
う
が
、
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
は
低
い
販

売
手
数
料
で
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
。

ミ
ヤ
チ
ク
、
経
済
連
、
Ｊ
Ａ
は
一
生

懸
命
販
売
努
力
を
し
て
く
れ
て
い
る

と
思
う
。
感
謝
し
て
い
る
。（
京
町
）

答　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き

続
き
農
家
所
得
確
保
に
向
け
て
販
売

努
力
致
し
ま
す
。

問　

郡
品
評
会
な
ど
が
あ
っ
た
際
、
畜

産
課
へ
親
牛
の
育
種
価
の
情
報
が
来

る
よ
う
だ
が
、
そ
こ
か
ら
生
産
者
へ

の
通
知
が
セ
リ
市
が
終
わ
っ
て
か
ら

く
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
通
知
方
法

を
見
直
し
て
ほ
し
い
。
即
時
性
を
考

え
る
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
有
効
的
だ
と
思

う
の
で
、
従
来
の
文
書
案
内
と
併
せ

て
活
用
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。（
高
野
）

答　

対
象
者
に
セ
リ
市
前
に
通
知
出
来

る
様
に
、
方
法
等
も
含
め
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問　

育
種
価
に
対
し
て
生
産
者
が
得
ら

れ
る
情
報
が
少
な
い
。
そ
も
そ
も
枝

肉
成
績
の
情
報
を
登
録
協
会
が
持
っ

て
い
る
の
が
解
せ
な
い
。
育
種
価
に

よ
っ
て
補
助
金
が
絡
ん
で
く
る
。
と

て
も
重
要
な
情
報
だ
と
思
う
の
で
、

出
所
や
算
出
方
法
を
明
確
に
し
て
ほ

し
い
。（
高
野
）

答　

西
諸
畜
連
を
通
じ
て
、
登
録
協
会

に
ご
意
見
を
進
達
し
ま
す
。

問　

全
共
で
４
大
会
連
続
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
が
、
美
味
し

さ
と
全
共
の
結
果
は
関
係
な
い
と
私

は
考
え
る
。
評
価
点
の
一
つ
で
Ｍ
Ｕ

Ｆ
Ａ
（
一
価
不
飽
和
脂
肪
酸
）
の
含

有
率
が
あ
る
が
、
美
味
し
さ
と
の
因

果
関
係
の
検
証
が
不
十
分
だ
と
思
う
。

数
値
だ
け
が
先
行
し
て
方
向
性
を
見

失
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。（
高
野
）

答　

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ａ
と
美
味
し
さ
の
関
係
性

に
つ
い
て
は
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

話
に
な
る
た
め
、
迅
速
な
回
答
は
で

き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
関
係

機
関
と
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

た
だ
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
宮
崎
牛
の
認
知
度
は
高
ま
り
、

有
利
販
売
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
り
ま
す
。

◎
農
産
園
芸
課

問　

畑
灌
に
つ
い
て
、
品
目
を
地
域
で

設
定
し
て
産
地
化
を
図
っ
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
飼

料
作
物
な
ど
の
イ
ノ
シ
シ
等
の
害
獣

被
害
対
策
は
講
じ
て
も
ら
え
な
い
か
。

（
坂
元
、
加
久
藤
麓
、
牧
之
原
、
中
浦
、

東
内
竪
）

答　

作
物
選
定
に
つ
い
て
は
地
域
毎
の

協
議
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
害
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
市 ９月５日　今西
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の
助
成
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
必
要

な
こ
と
は
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

問　

休
耕
地
が
増
え
て
き
て
い
る
。
Ｊ

Ａ
で
休
耕
地
を
活
か
し
た
取
組
み
は

行
っ
て
い
な
い
の
か
。（
下
大
河
平
、

京
町
、
上
島
内
、
北
岡
松
）

答　

Ｊ
Ａ
と
し
て
は
行
っ
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
地
域
・
行
政
・
Ｊ
Ａ
等
で
課

題
解
決
に
取
組
ん
で
行
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

問　

水
稲
の
講
習
会
等
は
今
後
も
継
続

さ
れ
る
の
か
。（
杉
水
流
）

答　

県
域
合
併
後
も
良
質
米
生
産
の
為
、

継
続
し
て
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

問　

現
在
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
に
な
い
品
目

部
会
に
つ
い
て
、
県
域
Ｊ
Ａ
（
ス
テ
ー

ジ
３
）
と
な
っ
た
際
、
他
Ｊ
Ａ
に
品

目
部
会
が
あ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
の

部
会
に
加
入
は
可
能
な
の
か
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
で
育
苗
し
て
い
な
い

苗
の
購
入
に
つ
い
て
も
、
県
域
Ｊ
Ａ

と
な
っ
た
場
合
他
Ｊ
Ａ
で
購
入
可
能

な
の
か
。
そ
の
場
合
の
利
用
料
は
他

Ｊ
Ａ
部
会
と
同
等
の
価
格
で
利
用
で

き
る
の
か
。（
田
代
）

答　

令
和
６
年
か
ら
の
３
年
間
（
ス
テ
ー

ジ
２
）
で
は
独
立
採
算
制
で
あ
る
た

め
、
現
在
の
単
協
単
位
の
部
会
組
織

が
維
持
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
苗
の

供
給
な
ど
利
用
事
業
に
つ
い
て
は
利

用
可
能
で
す
。
広
域
と
な
っ
た
場
合

（
ス
テ
ー
ジ
３
）
で
は
、
今
後
検
討
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
意
見
要
望
と
し

て
作
業
部
会
へ
上
げ
て
い
き
、
広
域

で
の
部
会
加
入
や
利
用
価
格
の
統
一

化
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

問　

数
年
前
に
水
稲
で
乳
白
米
・
心
白

米
が
多
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
原
因
と
対
策
は
あ
る
の
か
。（
上

上
江
）

答　

原
因
は
生
育
期
間
中
（
特
に
出
穂

期
以
降
）
の
気
温
が
高
温
と
な
っ
て

起
き
た
生
育
障
害
で
あ
っ
た
と
考
え

ま
す
。
対
応
策
に
つ
い
て
は
水
稲
暦

や
Ｊ
Ａ
広
報
、
現
地
講
習
会
な
ど
を

活
用
し
て
周
知
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
参
考
く
だ
さ
い
。

問　

育
苗
所
に
つ
い
て
、
ひ
の
ひ
か
り

の
苗
は
配
達
す
る
が
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
自
己

取
り
だ
。
Ｗ
Ｃ
Ｓ
も
配
達
し
て
ほ
し

い
。
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
う

い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
も
し
て
ほ

し
い
。（
北
昌
明
寺
）

答　

Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
苗
に
つ
い
て
は
希
望
さ

れ
る
日
程
が
極
め
て
短
期
間
内
に
集

中
す
る
注
文
状
況
で
あ
り
、
配
達
ま

で
応
え
て
い
け
る
状
況
で
は
な
い
た

め
、
現
状
の
対
応
で
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

鹿
児
島
県
の
Ｊ
Ａ
の
育
苗
施
設
は

集
約
が
進
ん
で
い
る
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
白
鳥
育
苗
所
も
他
地
区
の

育
苗
施
設
へ
集
約
さ
れ
る
予
定
が
あ

る
の
か
。（
東
内
竪
、
中
内
竪
）

答　

現
時
点
で
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
域
Ｊ
Ａ
発
足
後
は
共
同
利
用
施
設

の
集
約
や
機
械
等
の
投
資
に
よ
る
経

営
効
率
の
向
上
に
向
け
て
、
県
域
Ｊ

Ａ
全
体
で
の
施
設
の
在
り
方
の
見
直

し
が
進
む
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

園
芸
技
術
員
の
異
動
が
頻
繁
に
あ

る
。
技
術
員
は
な
る
べ
く
異
動
を
さ

せ
ず
、
そ
の
ま
ま
専
門
職
と
し
て
残

し
て
ほ
し
い
。（
松
原
、
上
島
内
）

答　

職
員
数
も
減
少
し
て
き
て
お
り
、

農
協
と
し
て
も
人
員
の
配
置
に
工
面

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
今
後

も
指
導
員
の
強
化
に
励
ん
で
い
き
ま

す
。

問　

米
に
お
い
て
小
林
か
ら
苗
を
取
っ

て
い
る
が
、
県
域
Ｊ
Ａ
後
は
他
の
Ｊ

Ａ
か
ら
も
品
物
を
買
う
こ
と
が
で
き

て
、
販
売
は
今
ま
で
と
変
わ
り
は
な

い
の
か
。（
鍋
倉
）

答　

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
　

県
域
Ｊ
Ａ
後
は
県
内
最
寄
り
の
Ｊ

Ａ
か
ら
購
入
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

具
体
的
な
検
討
は
ス
テ
ー
ジ
２
で
行

い
ま
す
。

◎
販
売
課

問　

え
び
の
産
ひ
の
ひ
か
り
の
ブ
ラ
ン

ド
は
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

（
下
大
河
平
、
南
岡
松
）

答　

現
状
の
ま
ま
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

残
し
て
い
く
方
向
性
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

合
併
し
た
場
合
、
米
の
価
格
は
県

内
統
一
と
な
る
の
か
。（
東
原
田
、
杉

９月５日　出水
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水
流
、
鍋
倉
、
駅
前
、
倉
元
、
元
地
原
、

神
社
原
、
梨
園
、
大
明
司
、
上
上
江
、

前
田
、
大
迫
、
妙
見
、
霧
島
、
東
長

江
浦
下
、
白
鳥
、
中
島
、
加
久
藤
麓
、

西
長
江
浦
下
、
上
島
内
、
西
長
江
浦

上
、
大
溝
原
、
下
浦
、
水
流
、
西
川
北
、

中
浦
、
中
内
竪
）

答　

え
び
の
市
は
米
の
ブ
ラ
ン
ド
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
損
な

わ
な
い
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
価

格
に
つ
い
て
も
反
映
で
き
る
よ
う
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

販
売
手
数
料
の
設
定
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
。（
鍋
倉
、
駅
前
、
倉
元
、

元
地
原
、
神
社
原
、
梨
園
、
上
大
河
平
、

東
長
江
浦
下
）

答　

当
Ｊ
Ａ
の
現
在
の
園
芸
品
目
の
手

数
料
は
２
％
で
す
。
県
内
Ｊ
Ａ
で
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、
ス
テ
ー

ジ
２
の
期
間
で
十
分
協
議
し
て
ま
い

り
ま
す

◎
資
材
課

問　

飼
料
・
肥
料
の
価
格
高
騰
に
対
す

る
代
替
品
は
な
い
か
。（
榎
田
）

答　

代
替
品
な
ど
は
、
指
導
員
や
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問　

令
和
５
年
度
の
上
半
期
実
績
を
み

る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％
達
成
さ
れ
て
お

り
Ｊ
Ａ
の
努
力
が
見
ら
れ
る
。
供
給

さ
れ
る
資
材
等
に
つ
い
て
合
併
後
に

ど
の
よ
う
な
単
価
の
動
き
に
な
る
か

数
字
で
示
し
て
も
ら
う
と
分
か
り
や

す
い
。（
杉
水
流
）

答　

具
体
的
な
数
字
を
示
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ス

ト
削
減
に
つ
な
が
る
よ
う
な
働
き
か

け
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

合
併
し
た
場
合
、
現
状
資
材
等
の

高
騰
が
続
い
て
い
る
が
値
下
が
り
は

あ
る
の
か
。（
大
迫
、
霧
島
、
妙
見
）

答　

現
状
は
、
主
に
経
済
連
を
中
心
と

し
て
仕
入
れ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

県
域
Ｊ
Ａ
で
は
仕
入
機
能
の
一
元
化

等
を
行
い
な
が
ら
価
格
抑
制
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
現
状
と
比
較
し

て
県
全
体
と
し
て
は
価
格
の
引
下
げ

は
可
能
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

問　

合
併
後
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は

そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
の
か
。（
東
長

江
浦
上
）

答　

ス
テ
ー
ジ
２
の
期
間
は
そ
の
ま
ま

利
用
で
き
ま
す
。

問　

購
買
事
業
、
販
売
事
業
の
手
数
料

は
県
内
で
統
一
さ
れ
る
か
。（
大
溝
原
）

答　

ス
テ
ー
ジ
２
の
３
年
間
で
十
分
な

協
議
・
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

生
産
資
材
の
価
格
が
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
と
比
較
し
て
高
額
で
あ
る
た
め
、

値
下
げ
を
し
て
ほ
し
い
。（
京
町
、
上

島
内
、
西
長
江
浦
上
、
尾
八
重
野
、

柳
水
流
、
上
浦
、
南
昌
明
寺
、
東
内
竪
）

答　

本
年
は
原
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、

例
年
よ
り
生
産
資
材
価
格
が
高
額
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆

様
の
所
得
向
上
に
資
す
る
た
め
に
も
、

資
材
価
格
を
下
げ
ら
れ
る
よ
う
、
担

当
部
署
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
全
体
で
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

Ｊ
Ａ
の
商
品
（
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、
Ｍ
Ｃ
、
給
油
所
）
は
高
い
。

市
場
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
か
。（
下

浦
、
大
迫
、
霧
島
、
妙
見
）

答　

定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

８
月
に
牛
の
飼
料
を
購
入
し
た
。

加
久
藤
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
は
在

庫
が
な
く
、
飯
野
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
購
入
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、
購
入

は
出
来
た
が
、
梅
雨
時
期
を
挟
ん
だ

５
月
に
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

不
安
を
覚
え
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
し
た
も
の
の
回
答
は
納
得
で

き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

納
得
い
く
対
処
を
講
じ
て
も
ら
っ
た

が
、
当
初
の
対
応
に
は
課
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。（
山
内
）

答　

ま
ず
在
庫
不
足
に
よ
り
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。
現
場
対
応
と
し
て
フ
ォ
ロ
ー

と
気
配
り
が
足
り
て
お
ら
ず
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
改
め
て
対
応
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
在
庫
管

理
を
含
め
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
飯
野
店
で
使

用
残
農
薬
、
容
器
回
収
を
行
っ
て
い

る
が
、
な
ぜ
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
飯

野
店
だ
け
で
実
施
し
、
回
収
料
を
と

る
の
か
。
各
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

行
う
べ
き
で
は
。（
下
島
内
）

答　

回
収
料
は
容
器
の
廃
棄
を
専
門
業

者
へ
委
託
し
て
い
る
事
か
ら
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

９月５日　田代
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今
年
度
は
本
店
畜
産
セ
ン
タ
ー
前
で

回
収
作
業
を
行
い
ま
す
。

問　

ヘ
リ
防
除
を
し
た
が
、
バ
ッ
タ
が

大
量
発
生
し
て
い
る
。
技
術
員
に
バ
ッ

タ
を
駆
除
す
る
薬
を
選
定
し
て
ほ
し

い
。
ト
レ
ボ
ン
を
使
っ
た
が
２
～
３

日
で
元
通
り
に
な
っ
た
。
こ
の
ま
ま

勢
い
が
止
ま
ら
な
け
れ
ば
心
配
だ
。

（
西
上
江
）

答　

農
薬
選
定
会
議
を
す
る
際
、
そ
の

年
の
状
況
も
考
慮
し
な
が
ら
選
定
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問　

ヘ
リ
防
除
を
行
う
際
に
事
前
に
予

定
日
を
通
知
し
て
も
ら
っ
て
は
い
る

が
、
日
程
が
変
更
し
た
時
は
連
絡
を

し
て
ほ
し
い
。
窓
を
開
け
て
い
た
り
、

洗
濯
物
を
干
し
て
る
事
も
あ
る
の
で

お
願
い
し
た
い
。（
松
原
）

答　

天
候
や
作
業
の
進
行
状
況
で
日
程

が
変
更
す
る
時
が
あ
り
ま
す
。
ご
理

解
く
だ
さ
い
。
な
お
、
散
布
す
る
圃

場
に
民
家
が
あ
る
場
合
、
住
民
へ
の

声
掛
け
確
認
作
業
を
徹
底
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問　

水
稲
箱
施
薬
、
ヘ
リ
防
除
散
布
料

金
と
も
に
価
格
は
上
が
っ
て
は
い
る

が
、
し
っ
か
り
効
い
て
お
り
病
害
虫

の
発
生
は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

（
上
島
内
）

答　

今
後
も
、
病
害
虫
に
有
効
な
農
薬

の
選
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
真
幸
店
の
営

業
日
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
知
り
た

い
。（
南
岡
松
、上
浦
、前
松
原
、中
島
、

西
川
北
、
中
浦
、
東
内
竪
）

答　

営
業
日
の
変
更
時
期
は
決
定
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
平
日
に
数
日
営
業
し

ま
す
。
閉
ま
っ
て
い
る
時
は
、
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
加
久
藤
店
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
農
繁
期
に
つ
い
て
は
、
平

日
お
よ
び
土
・
日
曜
日
も
営
業
し
ま

す
。

問　

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
真
幸
店
が
な

く
な
る
と
い
う
話
だ
が
存
続
で
き
な

い
も
の
か
。
飼
料
が
足
り
な
く
て
１

袋
だ
け
買
い
に
行
き
た
い
と
き
な
ど
、

加
久
藤
ま
で
行
く
の
も
大
変
だ
。（
南

昌
明
寺
）

答　

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
率
や

採
算
性
も
含
め
て
試
算
し
た
結
果
、

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
統
合
の
話
が

５
年
前
か
ら
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

合
併
後
に
徐
々
に
行
う
よ
う
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
統
合
後
は
隔
日
に
開

店
し
た
り
、
出
向
く
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◎
生
活
課

問　

今
の
米
粉
の
需
要
は
。（
上
島
内
）

答　

夢
工
房
や
道
の
駅
で
販
売
す
る
ほ

か
、
共
同
購
入
品
と
し
て
案
内
を
し

て
お
り
、
売
れ
行
き
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

問　

足
湯
の
駅
え
び
の
高
原
に
つ
い
て
、

１
億
円
ほ
ど
か
け
て
足
湯
を
増
設
す

る
話
を
聞
い
た
が
、
現
在
も
立
入
禁

止
区
域
や
通
行
止
め
の
問
題
等
が
あ

る
中
で
採
算
が
合
う
の
か
。（
中
浦
）

答　

施
設
自
体
は
市
所
有
の
も
の
で
あ

り
、
今
回
の
計
画
は
、
え
び
の
市
が

実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

当
Ｊ
Ａ
も
指
定
管
理
者
と
し
て
施
設

の
中
で
店
舗
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
集
客
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に

は
必
要
な
取
組
み
か
と
思
い
ま
す
。

問　

三
課
合
同
展
示
会
で
の
調
理
器
具

の
ブ
ー
ス
で
は
、
実
演
を
し
な
が
ら

の
販
売
だ
と
も
っ
と
良
い
と
思
う
。

（
西
川
北
）

答　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
来
場
の
方
々
へ
の
商
品
説
明
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

◎
農
機
燃
料
課

問　

Ｊ
Ａ
で
ん
き
と
は
何
か
。（
西
川
北
）

答　

電
力
自
由
化
に
よ
り
電
力
会
社
を

自
由
に
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
受
け
、
Ｊ
Ａ
で
も
「
Ｊ
Ａ
で
ん
き
」

と
し
て
電
力
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

電
気
料
が
ど
の
ぐ
ら
い
変
わ
る
か
、

ま
ず
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
勧

め
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

Ｊ
Ａ
で
ん
き
に
つ
い
て
、
今
は
九

州
電
力
だ
が
、
切
り
替
え
る
場
合
は
、

電
気
工
事
な
ど
は
発
生
す
る
の
か
。 ９月６日　中島
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（
京
町
）

答　

書
類
上
の
手
続
き
で
あ
り
ま
す
の

で
、
電
気
工
事
等
は
発
生
致
し
ま
せ

ん
。
な
お
、
現
時
点
で
は
個
人
が
対

象
で
法
人
に
は
対
応
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

問　

Ｊ
Ａ
で
ん
き
に
変
更
す
る
に
あ
た

り
費
用
が
か
か
る
の
か
。（
湯
田
）

答　

Ｊ
Ａ
で
す
べ
て
行
い
ま
す
の
で
費

用
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

問　

Ｊ
Ａ
で
ん
き
は
一
般
家
庭
用
の
契

約
の
み
な
の
か
。（
大
溝
原
）

答　

営
農
用
等
用
途
別
の
契
約
も
複
数

あ
り
ま
す
の
で
、
農
機
燃
料
課
で
電

力
料
金
の
試
算
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

対
応
可
能
か
ど
う
か
を
判
断
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問　

合
併
後
、
大
型
機
械
の
リ
ー
ス
、

レ
ン
タ
ル
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

し
て
も
ら
え
る
と
我
々
小
規
模
農
家

は
助
か
る
。（
上
島
内
）

答　

現
在
、
経
済
連
で
リ
ー
ス
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
合
併
後
も
皆
様
の

要
望
に
出
来
る
だ
け
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
高
い
。
近
隣
の

格
安
店
並
み
に
で
き
な
い
も
の
か
。

（
榎
田
）

答　

ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
、
近
隣
Ｊ
Ａ
や

市
内
石
油
商
業
組
合
の
動
向
も
見
な

が
ら
決
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ソ

リ
ン
品
質
に
は
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
Ｊ

Ａ
で
は
高
品
質
の
ガ
ソ
リ
ン
を
販
売

し
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
金
融
課

問　

合
併
後
も
現
在
の
通
帳
は
そ
の
ま

ま
使
え
る
の
か
。
口
座
振
替
手
続
き

な
ど
は
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

（
前
松
原
、
東
長
江
浦
上
）

答　

現
在
お
使
い
の
通
帳
を
引
き
続
き

使
用
す
る
場
合
は
、
支
店
窓
口
で
の

通
帳
書
換
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
ご
利
用
の
場
合
（
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
含
む
）
は
そ
の
ま
ま

ご
利
用
頂
け
ま
す
。

問　

合
併
す
れ
ば
小
林
市
で
も
通
帳
が

使
え
る
の
か
。
送
金
等
が
で
き
れ
ば

あ
り
が
た
い
。（
尾
八
重
野
）

答　

現
在
お
使
い
の
通
帳
を
引
き
続
き

使
用
す
る
場
合
は
、
支
店
窓
口
で
の

通
帳
切
替
作
業
を
行
え
ば
入
出
金
や

通
帳
繰
越
な
ど
の
簡
易
な
手
続
き
は
、

県
内
の
各
Ｊ
Ａ
支
店
で
ご
利
用
頂
け

ま
す
。

問　

合
併
し
て
も
年
金
友
の
会
の
総
会

な
ど
は
開
催
さ
れ
る
か
。（
西
川
北
、

柳
水
流
）

答　

今
後
も
変
わ
ら
ず
実
施
い
た
し
ま

す
。

◎
共
済
課

問　

県
域
合
併
は
連
合
会
も
含
む
と
の

こ
と
だ
が
共
済
連
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
教
え
て
ほ
し
い
。（
大
明
司
）

答　

共
済
連
に
つ
い
て
は
既
に
全
共
連

と
統
合
し
て
い
る
た
め
、
今
回
の
合

併
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

問　

合
併
後
、
職
員
の
共
済
推
進
は
ど

う
な
る
の
か
。（
東
長
江
浦
下
、
京
町
）

答　

合
併
後
は
、
Ｌ
Ａ
（
共
済
渉
外
）

が
専
任
と
な
り
推
進
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

問　

共
済
な
ど
の
窓
口
対
応
業
務
は
、

合
併
し
て
も
こ
れ
ま
で
通
り
か
。（
上

向
江
、
西
郷
）

答　

各
支
店
の
窓
口
業
務
は
引
続
き
行

い
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

９月６日　東長江浦下

９月６日　西長江浦下



（25） 第５４９号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

◎
総
務
課

問　

よ
く
検
討
さ
れ
た
合
併
計
画
で
あ

る
。
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常

に
厳
し
い
の
で
、
合
併
に
よ
り
農
業

者
所
得
向
上
や
経
営
環
境
改
善
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　

合
併
に
よ
り
各
種
手
数
料
の
統
一

化
が
図
れ
る
と
思
う
が
、
農
家
の
経

営
を
圧
迫
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
手

数
料
・
供
給
単
価
に
は
上
限
を
設
け

る
等
の
対
応
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　

合
併
に
よ
り
Ｊ
Ａ
職
員
の
推
進
活

動
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
れ
ば
、
Ｊ

Ａ
組
織
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
な

る
の
で
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。（
五
日

市
）

答　

合
併
に
よ
る
最
大
限
の
メ
リ
ッ
ト

が
引
き
出
せ
る
よ
う
、
今
後
も
協
議

検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

生
産
原
価
が
高
騰
す
る
中
、
合
併

の
メ
リ
ッ
ト
は
共
同
仕
入
れ
に
よ
る

生
産
原
価
の
減
少
に
あ
る
と
思
う
が
、

ス
テ
ー
ジ
３
に
な
ら
な
い
と
メ
リ
ッ

ト
が
出
て
こ
な
い
よ
う
だ
。
も
っ
と

早
く
ス
テ
ー
ジ
２
の
段
階
で
も
そ
の

メ
リ
ッ
ト
が
見
え
て
ほ
し
い
。（
出
水
、

灰
塚
、
中
島
、
西
郷
、
牧
之
原
、
西

長
江
浦
、
下
浦
）

答　

ス
テ
ー
ジ
２
は
、
現
Ｊ
Ａ
を
基
本

と
し
た
地
区
本
部
体
制
と
な
る
た
め
、

合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
創
出
は
限
定

的
に
な
り
ま
す
が
、
一
方
で
合
併
当

初
の
県
域
Ｊ
Ａ
運
営
の
混
乱
を
抑
え

る
た
め
の
激
変
緩
和
の
期
間
と
も
な

り
ま
す
。

　
　

ス
テ
ー
ジ
２
に
お
い
て
も
、
組
織

の
高
機
能
化
や
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
組

合
員
所
得
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

合
併
方
式
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
宮
崎

中
央
が
存
続
Ｊ
Ａ
と
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
は
存
続
と
合

併
に
つ
い
て
総
会
に
諮
る
こ
と
に
な

る
の
か
（
他
12
Ｊ
Ａ
と
は
総
会
の
議

決
内
容
が
異
な
る
の
か
）（
五
日
市
）

答　

合
併
方
式
に
は
「
新
設
合
併
方
式
」

と「
存
続
合
併
方
式
」が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
の
合
併
に
お
い
て
は
許
認
可
等

を
引
き
継
ぐ
た
め
「
存
続
合
併
方
式
」

を
採
用
し
て
お
り
ま
す
。
合
併
方
式

は
手
続
き
上
の
も
の
で
あ
り
ま
す
の

で
、
総
会
の
合
併
に
係
る
議
決
内
容

は
存
続
Ｊ
Ａ
も
他
の
Ｊ
Ａ
も
同
様
の

も
の
に
な
り
ま
す
。

問　

合
併
に
伴
い
、
12
Ｊ
Ａ
に
対
し
て

Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
の
出
資
１
口
を
割
り

当
て
る
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
意
味

か
。（
鍋
倉
、
中
上
江
、
西
長
江
浦
上
、

駅
前
、倉
元
、元
地
原
、神
社
原
、梨
園
、

白
鳥
、
東
川
北
、
南
岡
松
）

答　

今
回
の
合
併
は
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央

を
残
し
、
他
の
12
Ｊ
Ａ
は
解
散
し
て

Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
へ
統
合
す
る
と
い
う

や
り
方
で
合
併
し
ま
す
。
全
Ｊ
Ａ
の

組
合
員
は
合
併
前
と
同
額
の
出
資
金

を
保
有
す
る
た
め
、
合
併
比
率
が
１
：

１
の
対
等
合
併
に
な
る
と
い
う
意
味

で
す
。

問　

合
併
臨
時
総
代
会
の
開
催
方
法
が

総
代
代
表
を
中
心
に
し
た
も
の
に
な

る
と
の
こ
と
だ
が
、
大
事
な
判
断
を

す
る
の
に
小
人
数
で
開
催
す
る
の
か
。

総
会
直
前
に
資
料
を
見
て
、
議
決
権

行
使
書
で
決
議
す
る
に
は
、
は
じ
め

か
ら
県
域
Ｊ
Ａ
が
決
ま
っ
た
結
果
で

し
か
理
解
で
き
な
い
。（
鍋
倉
、
西
上

江
、
上
大
河
平
、
灰
塚
）

答　

会
場
の
都
合
上
で
総
代
代
表
を
中

心
に
と
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
議
決
権
行
使
書
と
併
用
し
な
が

ら
、
判
断
を
仰
ぎ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
出
席
さ
れ
た

い
方
は
出
席
可
能
で
す
。

問　

今
回
の
合
併
で
経
営
母
体
が
大
き

く
な
る
が
、
組
合
員
対
応
や
支
援
体

制
は
ど
う
な
る
か
。（
下
大
河
平
、
東

川
北
）

答　

母
体
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
組
織
と
し
て
の
体
力
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
今
ま
で
以
上
に

厚
い
組
合
員
支
援
が
可
能
と
な
り
農

家
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
合
併
に
伴
い
本
店
に
組

合
員
相
談
部
署
を
設
置
す
る
な
ど
、

組
合
員
の
意
見
・
意
思
反
映
体
制
に

つ
い
て
も
整
備
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

職
員
採
用
を
県
域
で
行
う
た
め
、
指

導
員
の
配
属
な
ど
も
県
全
体
で
の
対

応
と
な
り
、
指
導
体
制
も
手
厚
く
な

り
ま
す
。

問　

県
域
Ｊ
Ａ
で
は
職
員
の
人
事
異
動

は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。（
杉
水
流
、

鍋
倉
、
松
原
、
大
溝
原
、
水
流
、
京
町
、

池
島
、
尾
八
重
野
）

答　

地
区
本
部
制
で
は
、
原
則
と
し
て

９月７日　牧の原
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出
身
Ｊ
Ａ
の
地
区
本
部
内
で
の
異
動

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
本
店
へ
の

異
動
は
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
３
以

降
は
、
出
身
Ｊ
Ａ
を
含
ん
だ
広
域
本

部
内
で
の
異
動
が
行
な
わ
れ
る
予
定

で
す
。

問　

他
県
の
合
併
状
況
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
。（
鍋
倉
、
堀
浦
、
上
上
江
、

東
川
北
、
大
溝
原
）

答　

県
１
Ｊ
Ａ
は
、
奈
良
県
・
沖
縄
県
・

香
川
県
・
島
根
県
・
山
口
県
の
５
県

で
す
。

　
　

な
お
、
不
参
加
Ｊ
Ａ
の
あ
る
県
域

Ｊ
Ａ
は
大
分
県
・
高
知
県
等
複
数
あ

り
、
こ
の
場
合
は
県
１
Ｊ
Ａ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
連
合
会
が
存
続
し
て

い
ま
す
。

問　

広
域
本
部
の
数
や
構
想
は
、
決
ま
っ

て
い
る
の
か
。
現
時
点
で
分
か
っ
て

い
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。（
堀
浦
、
中

上
江
）

答　

営
農
形
態
や
物
流
の
効
率
性
、
職

員
数
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て

６
か
所
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問　

県
域
合
併
に
よ
る
Ｊ
Ａ
え
び
の
市

の
事
業
所
統
合
は
あ
る
の
か
。（
大
明

司
、
上
上
江
、
大
迫
、
霧
島
、
妙
見
、

下
浦
、
大
溝
原
、
中
浦
、
上
向
江
）

答　

今
回
の
合
併
に
起
因
す
る
統
合
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

た
だ
、
事
業
所
の
利
用
頻
度
に
よ

り
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
真
幸
店
の
営

業
に
つ
い
て
は
縮
小
す
る
方
向
で
検

討
し
て
お
り
、
組
合
員
の
理
解
を
求

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

Ｊ
Ａ
と
は
直
接
的
に
は
関
係
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
水
田
活
用
交
付

金
が
５
年
に
一
度
水
を
張
ら
な
い
と

交
付
金
が
で
き
な
い
と
い
う
制
度
を

な
く
す
よ
う
陳
情
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
畑
地
化
促
進
事
業
が
採
択
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
農
民
連
盟
や
市
へ

働
き
か
け
て
、
次
は
採
択
さ
れ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。（
出
水
）

答　

10
月
13
日
に
宮
崎
県
農
民
連
盟
へ

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

問　

県
域
Ｊ
Ａ
後
の
総
代
数
は
え
び
の

地
区
本
部
で
何
名
に
な
る
の
か
。
地

区
総
代
の
任
期
は
い
つ
ま
で
か
。（
中

上
江
、
灰
塚
、
京
町
）

答　

現
在
の
総
代
は
５
０
０
名
で
す
が
、

合
併
後
は
地
区
本
部
総
代
と
し
て
半

分
の
２
５
０
名
に
な
る
予
定
で
す
。

そ
の
う
ち
24
名
が
県
域
Ｊ
Ａ
の
総
代

に
な
り
ま
す
。
任
期
は
ス
テ
ー
ジ
２

の
終
わ
り
ま
で
で
す
。

問　

現
在
の
役
員
の
扱
い
は
ど
う
な
る

か
。
役
職
員
の
数
は
ど
う
な
る
の
か
。

（
山
内
、
灰
塚
、
東
川
北
、
湯
田
、
尾

八
重
野
、
中
浦
、
上
向
江
）

答　

役
員
数
は
現
行
の
15
名
か
ら
４
名

と
な
り
、
費
用
面
の
圧
縮
が
図
ら
れ

ま
す
。
職
員
数
は
、
ス
テ
ー
ジ
２
の

時
点
で
は
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

合
併
に
対
し
て
ス
テ
ー
ジ
２
か
３

の
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
く
る
の
か
。

　
　

ま
た
、
合
併
し
た
際
に
そ
の
メ
リ
ッ

ト
や
組
合
員
に
対
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
目
指
し
て
ほ
し
い
の
で
要
望

と
し
て
お
願
い
し
た
い
。（
山
内
、
中

島
、
南
岡
松
）

答　

ス
テ
ー
ジ
２
で
は
現
状
の
取
組
み

を
継
続
す
る
た
め
、
ス
テ
ー
ジ
３
に

向
け
た
具
体
的
な
協
議
を
行
い
ま
す
。

県
域
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

組
合
員
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

Ｊ
Ａ
の
総
代
会
で
収
支
決
算
書
を

見
る
と
黒
字
が
続
い
て
い
る
の
に
合

併
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　
　

将
来
の
為
に
合
併
を
す
る
以
上
は
、

農
家
に
い
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
今
ま
で
ど
お

り
と
説
明
が
あ
っ
た
が
環
境
は
変

わ
っ
て
い
く
。
県
下
合
併
で
よ
り
よ

く
変
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。（
下
島
内
）

答　

県
域
Ｊ
Ａ
と
な
る
こ
と
で
、
経
営

環
境
の
悪
化
、
職
員
数
の
減
少
等
に

対
応
し
、
将
来
の
農
業
振
興
に
向
け

今
ま
で
以
上
に
対
応
力
を
強
化
す
る

事
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

組
合
員
の
皆
様
の
所
得
向
上
、
指

導
機
能
の
強
化
が
県
域
Ｊ
Ａ
の
目
的

で
あ
り
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
今
後

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問　

連
合
会
の
合
併
の
流
れ
は
。（
白
鳥
、

西
長
江
浦
下
、
尾
八
重
野
）

答　

13
Ｊ
Ａ
合
併
の
後
、
中
央
会
・
経

済
連
・
信
連
等
連
合
会
が
１
年
以
内

に
包
括
さ
れ
ま
す
。

問　

総
体
的
に
合
併
し
た
後
の
Ｊ
Ａ
の

メ
リ
ッ
ト
は
。（
西
長
江
浦
下
、
牧
之

原
、
上
浦
）

９月７日　西郷
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答　

販
売
面
で
見
て
も
販
売
先
へ
の
出

荷
量
や
出
荷
時
期
な
ど
、
単
協
で
販

売
す
る
よ
り
も
好
条
件
に
な
る
た
め
、

販
売
単
価
が
上
げ
ら
れ
る
と
考
え
ま

す
。
購
買
品
で
は
、
仕
入
数
量
が
多

く
な
る
た
め
、
業
者
と
の
交
渉
で
安

く
仕
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。

問　

合
併
後
の
名
称
は
ど
う
な
る
の
か
。

略
称
は
。（
榎
田
、
尾
八
重
野
、
南
昌

明
寺
）

答　

合
併
後
の
名
称
は
宮
崎
県
農
業
協

同
組
合
と
な
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
２

に
お
い
て
当
Ｊ
Ａ
は
え
び
の
市
地
区

本
部
と
な
り
ま
す
。
略
称
に
つ
い
て

は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問　

ス
テ
ー
ジ
２
の
体
制
と
な
っ
た
場

合
、
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
の
組
合
長
の
役

職
名
は
ど
う
な
る
の
か
。（
東
原
田
）

答　

代
表
理
事
組
合
長
か
ら
地
区
本
部

長
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

問　

組
織
を
大
き
く
す
る
た
め
に
も
合

併
は
賛
成
だ
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
商

品
等
の
扱
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に

な
る
の
か
。（
飯
野
麓
、
町
）

答　

合
併
に
よ
り
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
の

商
品
等
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
は

そ
の
ま
ま
地
域
の
強
み
を
生
か
し
て

残
し
ま
す
。

問　

出
資
配
当
金
は
、
以
前
は
出
資
予

約
貯
金
へ
振
り
込
ま
れ
出
資
額
の
増

資
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
は
口
座
振

込
と
な
っ
て
い
る
。
合
併
後
は
出
資

予
約
貯
金
へ
の
振
り
込
み
に
戻
る
よ

う
だ
が
、
な
ぜ
元
に
戻
る
の
か
。（
鍋

倉
、
灰
塚
）

答　

県
内
Ｊ
Ａ
で
口
座
振
込
と
し
て
い

る
の
は
当
Ｊ
Ａ
だ
け
で
あ
り
、
十
分

議
論
し
た
結
果
、
他
の
Ｊ
Ａ
に
合
わ

せ
て
整
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

問　

県
内
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ

る
商
品
価
格
は
統
一
さ
れ
る
の
か
。

（
駅
前
、
倉
元
、
元
地
原
、
神
社
原
、

梨
園
、
西
長
江
浦
上
）

答　

理
想
と
し
て
は
、
県
内
一
律
の
単

価
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

地
区
本
部
体
制
と
な
る
ス
テ
ー
ジ
２

に
お
い
て
、
十
分
な
検
討
を
行
い
、

価
格
統
一
に
向
け
た
努
力
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　

価
格
差
が
発
生
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
発
生
理
由
に
つ
い
て
、

組
合
員
の
皆
様
へ
の
説
明
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問　

合
併
に
向
け
て
ス
テ
ー
ジ
が
第
１
、

第
２
、
第
３
と
進
む
中
で
農
業
振
興

積
立
額
の
金
額
は
変
わ
る
の
か
。（
西

上
江
）

答　

第
２
ス
テ
ー
ジ
の
３
年
間
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

問　

組
合
員
の
加
入
資
格
に
農
業
従
事

日
数
が
30
日
以
上
と
あ
る
が
、
１
日

８
時
間
の
労
働
時
間
を
30
日
以
上
な

の
か
。（
西
上
江
）

答　

１
日
あ
た
り
の
厳
密
な
時
間
の
決

ま
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問　

内
部
留
保
の
中
か
ら
補
助
な
ど
の

支
援
が
あ
る
の
か
。（
上
上
江
）

答　

昨
年
度
も
当
Ｊ
Ａ
の
単
独
支
援

事
業
と
し
て
約
３
０
０
０
万
円
を

取
崩
し
て
お
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ

２
に
お
い
て
も
地
区
本
部
と
し
て

７
２
０
０
万
円
程
度
の
農
業
振
興
積

立
金
が
あ
り
ま
す
の
で
、
農
家
の
振

興
に
関
す
る
こ
と
で
支
援
を
行
い
ま

す
。

問　

複
数
農
協
に
資
本
を
有
し
て
い
る

組
合
員
の
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

（
上
上
江
）

答　

宮
崎
県
農
業
協
同
組
合
の
組
合
員

と
し
て
資
格
と
し
て
は
一
本
化
と
な

り
ま
す
。

問　

合
併
し
て
、
具
体
的
に
ど
う
や
っ

て
利
益
を
あ
げ
て
い
く
の
か
。
前
か

ら
所
得
向
上
へ
の
取
組
み
は
お
こ

な
っ
て
き
た
が
、
完
全
な
向
上
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
Ｊ
Ａ
あ
り
き
の
合

併
で
は
な
く
、
組
合
員
あ
り
き
の
合

併
に
な
っ
て
ほ
し
い
。（
出
水
）

答　

県
域
Ｊ
Ａ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
所

得
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
第
一
と

捉
え
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
所
得

の
安
定
と
支
援
機
能
の
充
実
に
よ
り

安
定
的
な
営
農
活
動
の
継
続
が
で
き

る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

Ｊ
Ａ
合
併
に
よ
っ
て
理
事
が
県
全

体
で
約
１
５
０
人
減
少
し
、
役
員
報

酬
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
が
、
そ
の

減
少
し
た
人
件
費(

役
員
報
酬)

を
営

農
振
興
対
策
な
ど
対
策
費
に
充
て
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
実
際
に
ど

の
く
ら
い
減
少
す
る
の
か
。（
池
島
）

答　

合
併
経
営
計
画
書(

案)

に
県
域
Ｊ

Ａ
損
益
計
画
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

９月７日　下浦



（28）令和６年１月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

令
和
６
年
度
の
事
業
管
理
費
で
△

３
０
万
８
４
０
５
千
円
の
削
減
効
果

を
試
算
し
て
お
り
、
こ
の
中
に
役
員

報
酬
の
減
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
を
財

源
と
し
て
、
営
農
支
援
対
策
や
各
種

手
数
料
の
抑
制
な
ど
組
合
員
メ
リ
ッ

ト
を
創
出
し
ま
す
。

問　

合
併
後
に
え
び
の
の
指
導
員
を
増

員
す
る
と
い
う
の
は
支
部
の
考
え
方

だ
け
で
増
員
で
き
る
の
か
。
人
事
権

は
各
支
部
長
が
持
つ
の
か
。

　
　

指
導
体
制
の
強
化
と
い
う
大
事
な

部
分
な
の
で
、
指
導
員
育
成
の
課
題

等
あ
る
と
思
う
が
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
（
池
島
）

答　

合
併
後
、
３
年
間
は
現
Ｊ
Ａ
を
地

区
本
部
と
し
た
地
区
本
部
体
制
と
な

る
こ
と
か
ら
、
要
員
体
制
も
地
区
本

部
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
　

営
農
指
導
体
制
は
、
合
併
当
初
は

現
状
の
人
員
を
基
本
と
し
ま
す
が
、

指
導
業
務
以
外
の
効
率
化
や
業
務
の

切
り
離
し
、
計
画
的
育
成
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
等
に
よ
り
指
導
機
能
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

問　

臨
時
職
員
は
合
併
後
引
き
継
ぐ
と

い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
。（
池
島
）

答　

合
併
時
点
の
職
員
は
、
臨
時
職
員

等
も
含
め
て
全
員
が
県
域
Ｊ
Ａ
に
引

き
継
が
れ
ま
す
。
職
員
数
が
減
少
し

て
お
り
、
臨
時
職
員
の
方
に
も
専
門

的
な
部
分
を
担
っ
て
も
ら
い
な
が
ら

２
０
０
名
を
確
保
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　
　

ま
た
、
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
補

足
で
す
が
、
合
併
後
は
県
内
１
本
で

採
用
さ
れ
ま
す
が
、
各
地
区
の
募
集

人
数
の
積
み
上
げ
で
採
用
を
行
い
ま

す
。
他
県
に
お
い
て
採
用
力
が
高
ま
っ

た
と
い
う
事
例
が
あ
り
、
よ
り
優
秀

な
人
材
を
確
保
で
き
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
区
本
部
の
積

み
上
げ
で
採
用
し
ま
す
の
で
、
え
び

の
市
の
地
域
性
が
薄
れ
る
と
い
う
こ

と
が
な
い
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

問　

合
併
の
話
が
出
て
か
ら
総
代
会
な

ど
で
伝
え
て
い
る
が
、
農
協
と
民
間

と
が
一
緒
に
な
っ
て
で
も
、
え
び
の

市
設
営
の
農
産
加
工
場
を
整
備
し
て

ほ
し
い
。
合
併
す
る
と
そ
う
い
っ
た

施
設
整
備
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
準
備
は
出
来
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

合
併
に
つ
い
て
は
私
も
賛
成
で
あ

り
、
合
併
が
成
功
す
る
よ
う
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
。（
池
島
）

答　

合
併
し
た
後
に
施
設
整
備
が
出
来

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

今
年
の
よ
う
な
異
常
気
象
で
は

Ａ
品
が
少
な
く
Ｂ
品
や
規
格
外
、
加

工
品
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ら
を
い
か
に
し
て
販
売
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
以
前
Ｊ
Ａ
が
キ
ャ
ベ
ツ
を

引
き
取
り
カ
ッ
ト
し
九
州
～
山
口
を

賄
っ
て
お
り
必
要
な
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
た
だ
、
合
併
前
に
単
協
と

し
て
加
工
施
設
を
整
備
す
る
と
な
る

と
、
他
の
Ｊ
Ａ
も
同
じ
こ
と
を
行
い

合
併
自
体
が
難
し
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

問　

物
流
等
の
コ
ス
ト
抑
制
に
つ
い
て

具
体
的
な
案
が
あ
る
の
か
。
県
域
Ｊ

Ａ
後
は
、
え
び
の
の
特
性
は
活
か
せ

る
の
か
。
野
菜
集
荷
場
や
農
機
セ
ン

タ
ー
が
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

指
導
・
サ
ー
ビ
ス
が
弱
く
な
っ
た
り

利
用
し
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（
中
上
江
）

答　

コ
ス
ト
抑
制
の
具
体
的
な
数
値
は

ス
テ
ー
ジ
２
で
決
め
て
い
く
計
画
で

す
。
各
地
域
の
特
性
や
ブ
ラ
ン
ド
は

残
す
方
向
で
進
め
て
お
り
ま
す
。
施

設
の
集
約
は
、
ス
テ
ー
ジ
３
に
な
っ

て
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
出
向
く
体
制
を
強
化
す
る

な
ど
指
導
・
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向

上
で
き
る
よ
う
に
十
分
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問　

各
Ｊ
Ａ
の
持
込
純
資
産
額
に
つ
い

て
、
小
さ
い
Ｊ
Ａ
は
金
額
が
少
な
い

の
で
、
県
域
Ｊ
Ａ
へ
意
見
・
要
望
等

を
言
い
づ
ら
い
か
も
し
れ
な
い
。
合９月８日　柳水流

９月８日　中浦
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併
後
も
対
等
合
併
で
あ
る
こ
と
を
維

持
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
意
見
・
要
望

等
を
上
げ
て
ほ
し
い
。（
中
上
江
、
北

岡
松
）

答　

県
内
Ｊ
Ａ
は
対
等
合
併
で
あ
り
ま

す
。
今
後
も
各
会
議
等
で「
え
び
の
市
」

の
存
在
が
わ
か
る
様
、
意
見
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

問　

各
Ｊ
Ａ
の
子
会
社
も
県
域
Ｊ
Ａ
に

合
併
さ
れ
る
の
か
。
同
様
に
、
Ａ
コ
ー

プ
は
ど
う
な
る
の
か
。（
今
西
）

答　

現
在
各
Ｊ
Ａ
や
連
合
会
が
出
資
を

し
て
い
る
子
会
社
に
つ
い
て
は
、
会

社
自
体
を
そ
の
ま
ま
県
域
Ｊ
Ａ
に
合

併
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
子
会

社
へ
の
出
資
を
全
て
県
域
Ｊ
Ａ
に
引

き
継
ぎ
、
県
域
Ｊ
Ａ
の
子
会
社
と
し

て
事
業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

Ａ
コ
ー
プ
に
つ
い
て
は
別
会
社
に

な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
存
続
し

ま
す
。

問　

合
併
後
、
地
方
の
意
見
は
本
部
に

意
思
反
映
さ
れ
る
の
か
。（
大
迫
、
霧

島
、
妙
見
、
田
代
、
中
島
）

答　

県
域
Ｊ
Ａ
で
は
組
合
員
の
皆
さ
ま

の
意
見
・
要
望
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
区
ご
と
の
座
談
会
を
継
続
す
る
な

ど
引
き
続
き
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
専
任

部
署
を
設
置
す
る
等
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
意
見
反
映
が
で
き
る
よ
う
な
体

制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

合
併
す
る
と
、
営
農
指
導
体
制
、

職
員
の
給
与
・
推
進
は
ど
う
な
る
の

か
。（
上
大
河
平
、
榎
田
、
坂
元
、
東

長
江
浦
、
中
島
、
西
長
江
浦
、
榎
田
、

杉
水
流
、
湯
田
）

答　

合
併
後
の
職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、

事
業
に
応
じ
た
専
門
コ
ー
ス
の
導
入

を
検
討
し
ま
す
。
営
農
指
導
に
つ
い

て
は
従
来
通
り
で
す
。
職
員
給
与
は

数
年
か
け
て
平
準
化
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
７
年
４
月
採
用
職
員
か
ら
は
統

一
し
ま
す
。
職
員
の
事
業
推
進
も
ス

テ
ー
ジ
３
で
は
統
一
さ
れ
ま
す
。

問　

合
併
経
営
計
画
書
（
案
）
の
中
の
、

「
現
Ｊ
Ａ
ご
と
の
農
家
支
援
対
策
は
、

地
区
本
部
の
業
績
に
応
じ
て
実
施
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。（
前
松
原
）

答　

ス
テ
ー
ジ
２
で
は
え
び
の
地
区
本

部
と
な
り
ま
す
の
で
、
地
域
性
を
重

視
し
た
考
え
方
で
事
業
を
行
っ
て
い

く
と
い
う
事
で
す
。

問　

ス
テ
ー
ジ
２
の
地
区
本
部
体
制
は

今
ま
で
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
い

う
認
識
で
良
い
の
か
。（
京
町
）

答　

ス
テ
ー
ジ
２
の
間
に
つ
い
て
は
、

え
び
の
地
区
本
部
で
上
げ
た
成
果
や

収
益
に
つ
い
て
は
、
え
び
の
で
運
用

し
て
い
く
形
と
な
り
ま
す
。

問　

合
併
経
営
計
画
書
（
案
）
の
中
で
、

県
下
13
Ｊ
Ａ
の
過
去
３
ヶ
年
の
事
業

総
利
益
の
平
均
値
が
２
４
５
億
５
２

０
０
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
令

和
６
年
度
計
画
の
県
域
Ｊ
Ａ
事
業
総

利
益
が
２
９
１
億
５
８
１
８
万
円
で

あ
る
が
、
１
年
で
46
億
円
も
増
加
す

る
の
か
。
そ
の
要
因
は
。（
京
町
）

答　

令
和
６
年
度
の
計
画
書
に
は
、
連

合
会
の
事
業
利
益
が
加
算
さ
れ
る
た

め
に
こ
の
よ
う
な
数
字
に
な
り
ま
す
。

問　

地
区
本
部
ご
と
に
県
域
総
代
、
役

員
数
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
宮

崎
中
央
だ
け
極
端
に
多
い
の
か
。（
京

町
）

答　

現
状
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
の
常
勤
理
事

は
他
の
Ｊ
Ａ
よ
り
多
く
、
人
数
割
合

に
応
じ
て
定
数
を
設
定
し
て
あ
り
ま

す
。

問　

職
員
の
給
与
、
休
暇
な
ど
福
利
厚

生
を
充
実
さ
せ
な
い
と
人
材
は
集
ま

ら
な
い
。
若
い
人
が
残
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
を
。（
京
町
）

答　

労
働
環
境
改
善
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。。

問　

ス
テ
ー
ジ
３
広
域
本
部
に
お
い
て
、

信
用
事
業
、
共
済
事
業
な
ど
部
門
ご

と
に
常
勤
理
事
が
置
か
れ
る
か
と
思

う
が
、
組
織
と
し
て
は
離
れ
る
の
か
。

（
京
町
）

答　

統
括
と
し
て
県
域
Ｊ
Ａ
本
店
に
専

務
、
常
務
が
置
か
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ス
テ
ー
ジ
３
で
も
広
本
部
を
中

心
と
し
て
信
用
・
共
済
等
も
業
務
を

行
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

問　

毎
月
理
事
会
を
行
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
来
年
４
月
以
降
の
理
事
会
は

ど
こ
で
行
う
の
か
。
え
び
の
の
案
件

を
宮
崎
で
検
討
す
る
の
か
。（
京
町
）

答　

案
件
の
内
容
等
で
地
区
本
部
か
県

域
Ｊ
Ａ
本
店
で
協
議
す
る
案
件
か
変

わ
っ
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
　

令
和
６
年
４
月
以
降
は
、
運
営
委

員
会
が
発
足
さ
れ
ま
す
。

９月８日　南岡松
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問　

以
前
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
農

協
事
業
が
厳
し
か
っ
た
時
に
職
員
は

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
、
理
事
は
返
還
し

た
事
実
を
知
っ
て
い
る
。
あ
る
職
員

に
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

「
生
産
者
が
大
変
な
の
に
私
た
ち
が
満

額
も
ら
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」

と
言
わ
れ
感
銘
を
受
け
た
。
特
に
若

い
職
員
が
こ
う
い
っ
た
思
い
を
し
な

い
で
済
む
よ
う
に
、
合
併
が
良
い
方

向
に
進
む
こ
と
願
っ
て
い
る
。（
京
町
）

答　

持
続
可
能
な
農
業
と
地
域
活
性
化
、

そ
れ
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体

の
安
定
的
な
経
営
基
盤
構
築
を
目
指

し
て
、
合
併
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

現
在
の
Ｊ
Ａ
事
業
年
度
は
２
～
１

月
だ
が
、
令
和
６
年
１
月
に
決
算
を

行
い
、
２
～
３
月
も
ま
た
決
算
を
行

う
の
か
。（
京
町
）

答　

令
和
６
年
１
月
末
と
３
月
末
の
２

回
、
決
算
を
行
い
ま
す
。
４
月
以
降

は
県
域
Ｊ
Ａ
と
な
り
ま
す
が
、
決
算

報
告
会
は
行
う
予
定
で
す
。

問　

他
の
県
も
経
済
連
等
が
無
く
な
る

の
だ
ろ
う
か
。
宮
崎
県
が
初
め
て
か
。

ま
た
、
い
ず
れ
は
九
州
統
一
で
合
併

に
な
る
の
か
。（
尾
八
重
野
）

答　

今
回
の
合
併
は
県
単
位
で
の
合
併

で
す
。
大
分
県
の
場
合
は
宮
崎
県
の

合
併
内
容
に
加
え
全
農
も
合
併
す
る

計
画
で
あ
る
な
ど
、
県
に
よ
っ
て
合

併
の
内
容
は
違
い
ま
す
。
今
の
と
こ

ろ
、
九
州
単
位
で
合
併
す
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問　

現
在
、
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
と
締
結
し

て
い
る
各
種
契
約
は
、
県
域
Ｊ
Ａ
と

の
再
契
約
が
必
要
と
な
る
の
か
。（
大

溝
原
）

答　

存
続
合
併
方
式
で
の
県
域
Ｊ
Ａ
設

立
で
あ
り
、
契
約
関
係
を
存
続
組
合

が
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
ま
す
の
で
、

再
契
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

県
下
Ｊ
Ａ
そ
れ
ぞ
れ
行
政
と
繋
が

り
が
あ
る
が
、
広
域
Ｊ
Ａ
に
な
る
と

ど
う
な
る
か
。（
下
浦
）

答　

今
後
も
引
き
続
き
、
地
区
本
部
単

位
で
連
携
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
地

区
ご
と
の
農
業
施
策
の
継
続
に
つ
い

て
は
今
後
整
理
・
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問　

市
内
に
あ
る
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
の
看

板
な
ど
は
ど
う
な
る
の
か
。（
上
向
江
）

答　

合
併
後
は
名
称
が
変
わ
り
ま
す
の

で
、
順
次
変
更
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問　

農
家
以
外
も
組
合
員
に
な
れ
る
の

か
。出
資
金
に
上
限
は
な
い
の
か
。（
南

岡
松
）

答　

農
家
以
外
の
方
も
准
組
合
員
と
し

て
組
合
に
加
入
で
き
ま
す
。
准
組
合

員
の
加
入
要
件
に
は
、
組
合
の
地
区

内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
も
し
く
は

勤
務
地
を
有
す
る
個
人
で
Ｊ
Ａ
を
利

用
さ
れ
る
方
等
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
、
各
支
店
の
組
合
員
係
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

出
資
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定
款
で

最
高
口
数
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
県
域
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
最
高
口

数
は
３
万
口
（
３
千
万
円
）
と
な
り

ま
す
。

◎
そ
の
他

問　

Ｊ
Ａ
の
子
会
社
は
県
域
合
併
後
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　

ま
た
、
葬
祭
場
が
飯
野
、
加
久
藤

と
２
会
場
あ
る
が
葬
儀
が
重
な
る
と

人
員
不
足
で
対
応
が
厳
し
い
状
態
と

聞
く
。
子
会
社
の
今
ま
で
以
上
の
活

性
化
を
お
願
い
し
た
い
。（
加
久
藤
麓
）

答　

Ｊ
Ａ
と
連
合
会
の
子
会
社
等
は
、

県
域
Ｊ
Ａ
の
子
会
社
に
な
り
ま
す
。

　
　

ジ
ェ
イ
エ
イ
葬
祭
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
４
名
体
制
か
ら
５
名
体

制
に
増
員
し
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

今
後
も
、
社
員
確
保
も
含
め
、
子

会
社
の
活
性
化
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

９月８日　南昌明寺



（31） 第５４９号 JA広報

さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

お
せ
ち
料
理
に
も
使
う
ニ

シ
ン
の
卵
巣
の
加
工
品

2　

旅
行
前
に
―
―
ブ
ッ
ク
を

買
っ
た

3　

俳
人
が
名
作
を
生
み
出
し

た
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
も

5　

北
を
向
い
た
と
き
西
に
な

る
方
向

6　

丁
寧
に
い
う
と
ご
飯
で
す

8　

横
綱
を
先
導
し
て
土
俵
に

上
が
り
ま
す

12　

セ
イ
ウ
チ
の
口
か
ら
に
ょ

っ
き
り

13　

農
地
―
―
、
道
路
交
通
―
―

14　

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
含
ま
れ
る
体
の

設
計
図
。
―
―
操
作

15　

猫
が
中
で
丸
く
な
っ
て
い

る
か
も

16　

不
要
物
を
可
燃
、
―
―
、

資
源
ご
み
に
分
別
し
た

17　

彼
女
は
―
―
を
言
わ
せ
ず

彼
を
外
に
連
れ
出
し
た

19　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
表
示
で

は
「
Ｂ
」

★
タ
テ
の
カ
ギ

1　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の

理
科
の
科
目
の
1
つ

4　

キ
ウ
イ
や
ポ
ン
カ
ン
の
生

産
量
が
日
本
一
の
県

7　

エ
ッ
セ
ー
と
も
い
い
ま
す

9　

か
つ
お
節
や
昆
布
で
取
り

ま
す

10　

ガ
ラ
ガ
ラ
と
う
が
い
を
し

て
洗
う
も
の

11　

ゆ
で
た
麺
を
ざ
る
に
あ
け

て
行
い
ま
す

13　

大
股
の
人
は
広
め
で
す

15　

カ
メ
や
カ
ッ
パ
の
背
に
付

い
て
い
ま
す

16　

―
―
や
硯
（
す
ず
り
）
を
用

意
し
て
書
き
初
め
を
し
た

17　

カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
む
も
の

18　

―
―
の
計
は
元
旦
に
あ
り

20　

旧
暦
1
月
の
異
称

21　

見
張
る
こ
と
。
―
―
カ
メ
ラ

12
月
号
の
当
選
者

12
月
号
の
答
え
は「
シ
ク
ラ
メ

ン
」で
し
た
。正
解
者
15
人
の
中

か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
角　

井　

洋　

子（
飯　

野
）

▽
阿
比
留　

み
ど
り（
飯　

野
）

▽
長　

谷　

ト
キ
子（
加
久
藤
）

▽
古　

市　

美
代
子（
真　

幸
）

▽
末　

原　

和　

子（
真　

幸
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

１
月
19
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
２
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
ご
ま
あ
え
の
素
と
塩
こ
う

じ
パ
ウ
ダ
ー
の
セ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

エーコープ
「ごまあえの素」
「塩こうじパウダー」

2点セット!!

3年 5年 固定金利も

お取り扱いしています

最大で
年0.45％

引下げ

年1.10％

年1.55％

【固定変動選択型】
10年固定金利

がん 脳卒中
急性心筋梗塞

死亡・後遺障害保障に加え
所定の状態と診断されたら

住宅ローン
残高が 0円に

対象住宅ローンの金利に

＋年0.06％上乗せでOK！
※実際の融資金利はお近くのＪＡ窓口までおたずねください

令和5年2月1日(水)～令和6年1月31日(水)取扱
期間三大疾病保障付

ＪＡ住宅ローン サポート３

お問い合わせは
融資センター 35-1212
本店金融課 33-3103

＋

1.16％
合わせて



（32）令和６年１月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和６年１月５日発行 （32）

広
報

Ｊ
Ａ

え
び

の
〈

発
行

〉
〒

889-4311　
宮

崎
県

え
び

の
市

大
字

大
明

司
1061-1　

え
び

の
市

農
業

協
同

組
合

　
　

　
　

　
　

　
〈

編
集

〉
総

務
課

　
　

令
和

６
年

１
月

５
日

発
行

行　　事　　予　　定
令和６年１月１０日～令和６年２月１３日

　

12
月
25
日
、
本
店
で
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
す
べ
て
の
審
議
事
項
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◉
審
議
事
項
◉

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
資
金
の

融
資
に
つ
い
て

■
農
家
更
生
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

■
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
栗
選

果
機
）

■
地
区
本
部
名
称
の
決
定
に
つ
い
て

■
県
域
総
代
、
地
区
本
部
総
代
の
区
域
・

定
数
の
設
定
に
つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

■
大
口
与
信
先
上
位
30
位
に
つ
い
て 

■
令
和
４
年
産
米
最
終
精
算
、
令
和
５

年
産
米
集
荷
状
況
お
よ
び
大
口
集
荷

対
策
結
果
、
屑
米
精
算
に
つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て

理
事
会
報
告

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

１

10 水 ふれあい日JA主催子牛品評会

11 木 生産検査（～１２日）

13 土 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

15 月 郡子牛品評会

16 火
廃プラ集積日（ポリフィルム）
道の駅えびの休業日
ＢＬ採血

17 水 登録検査

19 金 子牛セリ市（～２１日）

20 土 県下一斉消毒の日

23 火 ＪＡ－ＳＳ感謝セール五種混合予防注射（～２６日）

24 水 相続無料相談会オーツヘイ即売会

29 月 成牛セリ市（妊娠牛）

30 火 耳標装着

31 水 耳標装着

２

1 木 決算棚卸のためグリーンセンター休業異常産予防注射

2 金 ＪＡ主催子牛品評会ＢＬ採血申込締切（４月セリ分）

3 土 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

4 日 第 78 回南九州駅伝競走大会

5 月 異常産予防注射

6 火 異常産予防注射

7 水 繁殖センター妊娠牛譲渡会

8 木 郡子牛品評会

9 金 成牛・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市

11 日 建国記念日JA休業日

12 月 振替休日

13 火
ふれあい日
子牛セリ市（～１５日）
ＪＡ－ＳＳ感謝セール

〔
ひ
と
の
う
ご
き
〕

　

12
月
30
日
・
31
日
付
で
人

事
異
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

〔
退
職
〕

◎
12
月
30
日
発
令

　

〇
戸
髙 

ゆ
み
か

（
飯
野
支
店
）

◎
12
月
31
日
発
令

　

〇
山
下 
裕
治
郎

（
農
機
燃
料
課
）


